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　第40回日本小児内分泌学会は平成18年 9 月 27日（水）から29日（金）の 3 日間、浜松市のア

クトシティ浜松にて開催されることとなりました。伝統ある本学会をお世話させていただくこと

を大変に光栄に存じております。これも皆様のご助力の賜物であり、よろしくご指導をお願いい

たす次第です。

　今回の学会のテーマは「小児内分泌学からヒトの一生を科学する」とさせていただきました。遺

伝子・胎児を経て出生した後の成長発達に対して内分泌機能は中心的な役割を果たしています。近

年ではヒトの一生全般を視野に入れることが小児科学にも求められ、内分泌疾患のキャリーオー

バーやトランジション、そしてメタボリックシンドロームとの関わりなどが注目されています。子

どもの成長や発達の主たる調節系とされてきた内分泌システムは、出生前から成人期・老年期ま

での全般において、生理的な機能そして疾患の発症や病態の面で、極めて重要かつ興味ある役割

を果たしていると考えられます。会長講演のテーマにもメタボリックシンドロームを選ばせてい

ただきました。第40回の本学会がこれらの研究の発表と討論の場となることを期待いたしており

ます。

　特別講演では欧州における新生児マススクリーニングの権威である Universitat Kinderspital

（Zurich）のT. Torresani 博士に講演いただきます。招待講演は近隣のアジア・オセアニア地域

との連携も視野にいれRoyal Children’s Hospital（Melbourne）のG. Warne 博士に依頼いたし

ました。公募のシンポジウムは「小児内分泌学の最新の進歩」と題し各領域での重要な演題が選

ばれ、ワークショップではマススクリーニングの新たな展開について議論いただきます。各分野

の気鋭の先生には Meet-the-Expert として最新の知見等をお話いただきます。一般演題としては

200題を上回る抄録をお寄せいただき、優秀演題候補としても質の高い演題が選ばれ本学会の重要

な活動として定着してきたと思われます。これに加え各領域で中心となっている先生方に講演・司

会をお願いしたランチョンセミナー、成長曲線についての公開セミナーなどを企画しましたので

ご期待下さい。

　今回の学会は大部分を当教室員が準備し、懇親会も皆様にお楽しみいただけるよう工夫をしま

した。浜松市での開催は第13回（五十嵐良雄会長）以来となります。多くの皆様にご参加いただ

き、会場でお会いできることを楽しみにいたしております。

　  　平成18年 9 月

第40回日本小児内分泌学会　　

会長　大　関　武　彦
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第 1 回 高津　忠夫 （東京大学） 1967年10月 21日
第 2 回 大谷　敏夫 （広島大学） 1968年  5 月 24日
第 3 回 松村　龍雄 （群馬大学） 1968年  9 月 30日
第 4 回 永山　徳郎 （九州大学）　　　　　　　　　　 1969年  4 月 4 日
第 5 回 加藤　精彦 （慶應義塾大学）　　　　　　　　 1971年11月 23日
第 6 回 吉田　久 （東京医科歯科大学） 1972年11月 19日
第 7 回 中島　博徳 （金沢大学）　　　　　　　　　　 1973年10月 28日
第 8 回 楠　智一 （京都府立医科大学）　　　　　　 1974年10月 9 ・10日
第 9 回 諏訪　 三 （神奈川県立こども医療センター） 1975年10月 9 ・10日
第10回 臼井　朋包 （広島大学）　　　　　　　　　　 1976年10月 14・15日
第11回 宮尾　益英 （徳島大学）　　　　　　　　　　 1977年11月 11・12日
第12回 日比　逸郎 （国立小児病院）　　　　　　　　 1978年10月 27・28日
第13回 五十嵐　良雄 （浜松医科大学）　　　　　　　　 1979年  9 月 21・22日
第14回 薮内　百治 （大阪大学）　　　　　　　　　　 1980年10月 3 ・ 4 日
第15回 北川　照男 （日本大学）　　　　　　　　　　 1981年11月 19・20日
第16回 美濃　真 （大阪医科大学）　　　　　　　　 1982年  9 月 28・29日
第17回 熊谷　道夫 （東京都立清瀬小児病院）　　　　 1983年10月 7 ・ 8 日
第18回 松田　博 （愛媛大学）　　　　　　　　　　 1984年10月 5 ・ 6 日
第19回 手代木　正 （日本医科大学）　　　　　　　　 1985年10月 18・19日
第20回 一色　玄 （大阪市立大学）　　　　　　　　 1986年10月 24・25日
第21回 中島　博徳 （千葉大学）　　　　　　　　　　 1987年10月 23・24日
第22回 小川　正道 （名古屋大学）　　　　　　　　　 1988年10月 14・15日
第23回 加藤　精彦 （山梨医科大学）　　　　　　　　 1989年11月 10・11日
第24回 奥野　晃正 （旭川医科大学）　　　　　　　　 1990年10月 12・13日
第25回 松田　一郎 （熊本大学）　　　　　　　　　　 1991年10月 17・18日
第26回 佐藤　保 （金沢大学）　　　　　　　　　　 1992年10月 2 ・ 3 日
第27回 村田　光範 （東京女子医科大学）　　　　　　 1993年10月 21・22日
第28回 新美　仁男 （千葉大学）　　　　　　　　　　 1994年10月 6 ・ 7 日
第29回 清野　佳紀 （岡山大学）　　　　　　　　　　 1995年11月 9 ・10日
第30回 松尾　宣武 （慶應義塾大学）　　　　　　　　 1996年10月 3 ・ 4 日
第31回 松浦　信夫 （北里大学）　　　　　　　　　　 1997年10月 2 ・ 3 日
第32回 高橋　弘昭 （金沢医科大学）　　　　　　　　 1998年10月 1 ・ 2 日
第33回 佐々木　望 （埼玉医科大学）　　　　　　　　 1999年 9 月 30日・10月 1 日
第34回 河野　斉 （福岡市立こども病院）　　　　　 2000年10月 5 ・ 6 日
第35回 大山　建司 （山梨医科大学）　　　　　　　　 2001年10月 3 ・ 4 ・ 5 日
第36回 西　美和 （広島赤十字・原爆病院）　　　　 2002年10月 2 ・ 3 ・ 4 日
第37回 藤枝　憲二 （旭川医科大学）　　　　　　　　 2003年10月 1 ・ 2 ・ 3 日
第38回 貴田　嘉一 （愛媛大学）　　　　　　　　　　 2004年  9 月 22・23・24日
第39回 田中　敏章 （国立成育医療センター臨床検査部長） 2005年10月 20・21・22日

第 1 回から第18回までは日本小児内分泌学研究会、第19回以降は日本小児内分泌学会と改称
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●東名高速： 東京より浜松 I.C.まで、230km・約2時間30分　大阪より浜松西 I.C.まで、274km・約3時間
●新 幹 線： 東京、大阪より浜松駅まで、ひかり約1時間30分、こだま約2時間　名古屋より浜松駅まで、ひかり約35分、こだま約50分
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事務局�

第2会場�

2階�

企業展示1

第3会場�

第4会場�

4階�

企業展示2

ポスター会場A
ポスター会場B

5階�

コングレスセンター

企業展示

大日本住友・日本ケミカルリサーチ株式会社

ファイザー株式会社

ノボ・ノルディスクファーマ株式会社

日本イーラィリリー株式会社

セローノ・ジャパン株式会社

武田薬品工業株式会社

順不同　
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1）参加登録（会場費：10.000円）
会場費を中ホールロビーの総合受付でお支払いの上、参加証をお受け取りください。

受付は、9月27日は午後1時より、9月28日・29日は午前8時10分より開始します。

会場では参加証をつけて下さい。

抄録集は中ホールロビー総合受付にて当日3,000円で別途用意しております。

2）学会行事：理事会、評議員会、総会、各種委員会
理事会

9月27日（水）12：00～ 12：30 コングレスセンター51会議室

評議員会

9月27日（水）14：15～ 15：15 コングレスセンター43会議室

総会

9月28日（木）14：00～ 14：45 中ホール

各種委員会

成長ホルモン委員会

9月27日（水）　9：00～ 10：00 コングレスセンター44会議室

糖尿病委員会

9月27日（水）10：00～ 11：00 コングレスセンター45会議室

マススクリーニング委員会

9月27日（水）10：00～ 11：00 コングレスセンター22会議室

卒後教育委員会

9月27日（水）10：00～ 11：00 コングレスセンター23会議室

編集委員会

9月27日（水）10：00～ 11：00 コングレスセンター51会議室

薬事委員会

9月27日（水）11：00～ 12：00 コングレスセンター44会議室

あり方委員会

9月27日（水）11：00～ 12：00 コングレスセンター45会議室

保険委員会

9月27日（水）11：00～ 12：00 コングレスセンター22会議室

広報委員会

9月27日（水）11：00～ 12：00 コングレスセンター23会議室

3）懇親会
9月 28日（木）午後6時30分より、オークラアクトシティ浜松平安の間（4F）にて行います。　

懇親会費（5,000円）は、総合受付にてお支払いください。
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4）口演発表
座長の皆様へ
1．担当セッション開始の30分前に各会場の会場前受付までお越しください。

2．前セッションの開始後に次座長席にお着きください。

3．座長席を設けます。開始時刻になりましたら速やかに開始してください。

 一般口演発表の皆様へ
1．発表時間は6分間、討論は4分です。時間厳守でお願いします。

2．口演はPCプレゼンテーションのみといたします。データーの作成等につきましては、以下の要項

をご参照ください。

3．次演者は前演者が登壇されてから次演者席にお着きください。

 一般口演以外の口頭発表の皆様へ（特別講演、シンポジウム、ワークショップ）
1．座長の指示に従って発表時間を厳守してください。

2．口演はPCプレゼンテーションのみといたします。データーの作成等につきましては、以下の要項

をご参照ください。

3．次演者はあらかじめ次演者席にお着きください。

【PC発表の準備】
①発表は全てコンピューター（PC）で行います。PCは学会側で用意いたします。従来の35ミリスラ

イド映写機を使用した発表はできません。

②演者は発表データーをUSBメモリーかCD-Rでご準備ください。これ以外のメディアは受付できま

せん。データー作成方法は【データー作成要項】に従ってください。

③学会側で準備するPC 発表データーの形式はMicrosoft Power Point 2000/2003 windows版、Microsoft

Power Point 2001/2004 Macintosh版です。その他のソフトウェアーのデーターでは文字化け等の

トラブルが生じる可能性があります。

④動画と音声を使用する場合はご自身のPCをお持込みください。持ち込んだPCにて発表される場合

は【PC持ち込みの場合】に従ってください。

【PC持ち込みの場合】
①コンセント用電源アダプターを必ず持参ください。

②持ち込み可能な機種はWindows98以上が動作するPC98、DOS/V機またはApple Power Macintosh

でモニター出力端子にDsub-15ピンが装備されているものに限ります。 出力端子が無いものは各自ア

ダプターをご用意ください。

③プロジェクターとの接続がうまくいかない場合に備え、Microsoft Power Pointで作成したバックアッ

プ用のメディア（USB or CD-R）をご準備ください。学会で用意したPC以外の動作、接続不良に

よるトラブルについての責はご容赦ください。
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【発表メディアの受付方法】
①第1会場前にプレビューセンターを設けます。演者はセッション開始の45分前までに、もしくは、発

表前日（9月27日発表の場合は27日13時より受け付けま す）までにプレビューセンターにお越し

ください。プレビューセンターの受付時間は後述の【プレビューセンター】をご参照ください。

②プレビューセンターではオペレーターが待機しております。持参されたメディアの データーを学会

事務局で用意したPCにコピーし動作確認、試写を行ってください。

③発表時は演台にセットしてあるTFTモニター、キーボード、マウスを使用し演者自身で操作してい

ただきます。

【プレビューセンター】
プレビューセンターの受付場所、時間は以下の通りです。

受付場所：第1会場前

受付時間：第1日目（9月27日： 13時～17時）

      　　　第2日目（9月28日：   8時～17時）

      　　　第3日目（9月29日：   8時～16時）

【発表データー作成要項】
①形式はMicrosoft Power Point 2000/2003windows 版、Microsoft Power Point 2001/2004 Macintosh

版で作成してください。

②フォントはOSに標準装備されたもののみをご使用ください。（MSゴシック、MS明朝、times new

roman、Arial等）

③ファイル名は「演題番号（半角）」+「筆頭演者名」としてください。 例）0-123 浜医太郎

④CD-Rへの書き込みはハイブリットフォーマット（ISO9660）をお使いください。パケットライト方

式等では読み込めない場合がありますので使用しないでください。

⑤CD-Rでのデーター作成の際は作成したPC以外で事前にCD-Rの動作確認を行ってください。

【メディアの返却、データーについて】
①プレビューセンターにて学会側で用意するPCにデーターをコピーし、試写、動作確認後メディアを

その場でお返しします。

②学会PC内の発表内データーは、学会終了後に学術事務局にて全て消去いたします。
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20cm

160cm�

70cm20cm

演題名・所属・氏名�

ポスター�

5）ポスター発表
1．パネルのサイズは90cm（横）×180cm（縦）です。左

上角は学会事務局が用意する 演題番号が貼付されます。

その横70cm（横）×20cm（縦）の部分に演題名、所

属、 氏名を記載したタイトルを貼付してください。この

タイトルは各自で用意してくだ さい。残りの部分（90

（横）×160cm）が内容発表の部分です。

2．ポスターの貼替えはありません。できるだけ発表日の

昼までに指定の場所に貼付してください。

3．画鋲はポスター受付に御用意いたします。

4．座長の進行に従い、発表と討論を行います。発表4分、

討論3分です。（時間厳守）

5．ポスターの撤去は、9月29日のポスター質疑時間終了

後から午後5時までに行ってください。ポスターが撤去

されない場合は学会本部で処分いたします。

6）ランチョンセミナー
　各会場への入場は定員になり次第締め切らせていただきます。また会場でお弁当を定員分用意させてい

ただきます。

7）その他
1．抄録集は、総合受付にて3,000円にて販売しております。

2．年会費（10,000円）の払い込み、住所変更、新入会等の学会事務は学会受付で行っています。

3．託児を申し込まれた方は総合受付までお越しください。
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安達　昌功
雨宮　伸
荒木　久美子
有坂　治
伊藤　善也
浦上　達彦
大木　由加志
大園　恵一
大竹　明
大山　健司
緒方　勤
小川　英伸
鬼形　和道
香川　二郎
勝又　規行
神崎　晋
菊池　清
郷司　克己
河野　斉
児玉　浩子
佐々木　望
佐藤　真理
杉原　茂孝
高橋　弘昭
田島　敏広
田中　敏章
長　秀男
土橋　一重
西　美和
長谷川　奉延
長谷川　行洋
花木　啓一
原田　正平
藤枝　憲二
藤田　敬之助
堀川　玲子
皆川　真規
南谷　幹史
向井　徳男
百井　亨
森　哲夫
横田　一郎
横田　行史
横谷　進
依藤　亨

神奈川県立こども医療センター内分泌代謝科
埼玉医科大学小児科
高知大学小児科
獨協医科大学小児科
日本赤十字北海道看護大学
駿河台日本大学病院小児科
日本医科大学小児科
大阪大学小児科
埼玉医科大学小児科
山梨大学医学部看護学科
国立成育医療センター研究所小児思春期発育研究部
石巻赤十字病院小児科
群馬大学医学部小児科
藤枝市立総合病院小児科
国立成育医療センター研究所小児思春期発育研究部
鳥取大学周産期・小児医学
島根県立中央病院小児科
兵庫県立こども病院内分泌代謝科
福岡県立こども病院・感染症センター
帝京大学小児科
埼玉医科大学小児科
東邦大学医療センター大森病院小児科
東京女子医科大学東医療センター小児科
金沢医科大学発生発達医学小児科
北海道大学医学部小児科
国立成育医療センター臨床検査部
川崎市立川崎病院小児科
産業医科大学小児科
広島赤十字原爆病院小児科
慶応義塾大学医学部小児科
川崎市立川崎病院小児科
鳥取大学保健学科
国立成育医療センター研究所成育政策科学研究部
旭川医科大学小児科
大阪市立総合医療センター
国立成育医療センター内分泌代謝科
千葉大学大学院小児病態学
千葉市立海浜病院小児科
旭川医科大学小児科
日本赤十字社和歌山医療センター第一小児科
国立病院機構長野病院小児科
香川小児病院
北里大学医学部小児科
虎の門病院小児科
京都大学医学部付属病院小児科



－11－

9 ：00-
-
-
-

10：00-
-
-
-

11：00-
-
-
-

12：00-
-
-
-

13：00-
-
-
-

14：00-
-
-
-

15：00-
-
-
-

16：00-
-
-
-

17：00-
-
-
-

18：00-
-
-
-

19：00-
-
-
-

20：00-
-
-

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○日 程 表
第1日目【 9月27日（水）】

43会議室 51会議室
第3会場第1会場

アクトシティ中ホール コングレスセンター

開会の辞

会長講演

優秀演題候補演題
SpO-1～SpO-6

公開フォーラム
「成長曲線を考える」

評議委員会

理　事　会
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-
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-
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第2日目【 9月28日（木）】

22.23会議室 41会議室 43会議室 44会議室 52～54会議室
第2会場 ポスター会場A 第3会場 第4会場 ポスター会場B第1会場

アクトシティ中ホール コングレスセンター

開　場

口演
甲状腺1・2
O-1～O-8

口演
肥満・糖尿病
1・2

O-9～O-16

総　会

口演
成長・成長障害
O-17～O-22

ワークショップ
「新生児マススクリー
ニングの新たな展開」

特別講演
Toni Torresani

招待講演
Garry Warne

懇親会　ホテルオークラアクトシティー浜松 4 階　平安の間

ランチョン
セミナー 1
LS-1

ポスター発表
1

ランチョン
セミナー 2
LS-2

ランチョン
セミナー 3
LS-3

ポスター発表
2
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-
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第3日目【 9月29日（金）】

第1会場

アクトシティ中ホール コングレスセンター
22.23会議室 41会議室 43会議室 44会議室 52～54会議室
第2会場 ポスター会場A 第3会場 第4会場 ポスター会場B

開　場

口演
成長・成長障害2
O-23～O-26
口演

視床下部・下垂体
O-27～O-30
口演

性腺・副腎1
O-31～O-35

口演
性腺・副腎2
O-36～O-39
口演

副甲状腺・骨、Ca代謝
O-40～O-44

シンポジウム
「小児内分泌学
の最新の進歩」
Sy-1～Sy-8

Meet the Expert
1

Meet the Expert
2

Meet the Expert
3

ポスター発表
1

ランチョン
セミナー
LS-4

ランチョン
セミナー
LS-5

ポスター発表
2
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会長講演

9月27日（水）15：30－16：15　第 1会場
座長　藤枝　憲二（旭川医科大学小児科）

メタボリックシンドロームと小児内分泌学
大関　武彦
浜松医科大学小児科

特別講演

9月28日（木）16：30－17：30　第 1会場
座長　大関　武彦（浜松医科大学小児科）

Neonatal Screening for Endocrine Diseases: European Experience
Dr. Toni Torresani, Ph.D.
Dept of Endocrinoligy and Swiss Neonatal Screening Laboratory,
Universtity Children’s Hospital Zurich, Switzerland

招待講演

9月28日（木）17：30－18：15　第 1会場
座長　田中　敏章（国立成育医療センター臨床検査部）

Changing Perspectives on Disorders of Development
Prof. Garry Warne
Senior Endocrinologist,
Royal Children’s Hospital, Melbourne Australia
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ワークショップ

「新生児マススクリーニングの新たな展開」
9月28日（木）15：30－16：30　第 1会場

座長　猪股　弘明（いのまたこどもクリニック）、長谷川　奉延（慶応義塾大学医学部小児科）

W-1 新生児期の対応
楠田　聡
東京女子医科大学母子総合医療センター

W-2 TSH異常例の対応
鬼形　和道
群馬大学大学院医学系研究科小児生体防御学

W-3 副腎疾患についてのマススクリーニング～これまでの成果のまとめ～
木下　英一
よしもと小児クリニック

W-4 副腎疾患のマススクリーニング：今後の展望
田島　敏広
北海道大学医学部小児科
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シンポジウム

「小児内分泌の最新の進歩」
9月29日（金）15：30－17：00　第 1会場

座長　神崎　晋（鳥取大学周産期・小児医学），横谷　進（虎の門病院小児科）

Sy-1 イムノアッセイとバイオアッセイの測定値に乖離をきたす新規GH1遺伝子変異D142Eの同定
1鹿児島県立薩南病院、2鹿児島大学小児発達機能病態学分野、
3国立成育医療センター研究所小児思春期発達研究部
○檜作 かずこ1, 2、緒方 勤3、溝田 美智代2、玉田 泉2、大坪 喜代子2、
河野 嘉文2

Sy-2 Kallmann症候群とFGFR1:妊孕性陽性の母親における体細胞性変異と典型的症状を示す児に
おける生殖細胞変異
1国立成育医療センター研究所　小児思春期発育研究部、
2山梨大学大学院医学工学総合研究部
○佐藤 直子1、大山　建司2、深見　真紀1、岡田　美智代1、緒方　勤1

Sy-3 抗メタボリックシンドローム治療薬としてのGH作用に関する基礎的解析
1浜松医科大学　医学部　小児科、2Edinburgh University　Endocrinology Unit
○中川　祐一1、李　仁善1、劉　雁軍1、藤澤　泰子1、中西　俊樹1、
Karen E Chapman2、Jonathan R Seckl2、大関　武彦1

Sy-4 SHOX半量不全の母娘例における骨格異常の差異について
1新潟大学大学院　医歯学総合研究科　小児科学分野
○長崎 啓祐1、菊池　透1、内山　聖1

Sy-5 ターナー症候群におけるエストロゲン補充療法
1国立成育医療センター 臨床検査部、2国立成育医療センター　内分泌代謝科
○田中 敏章1, 2、内木　康博2、堀川　玲子2

Sy-6 小児癌経験者の晩期障害フォローアップ
1国立成育医療センター　内分泌代謝科
○堀川 玲子1、内木　康博1、田中　敏章1

Sy-7 ラット唾液腺由来幹細胞を用いたAKITA/SCIDマウスへの細胞移植治療
1熊本大学　大学院　医学薬学研究部　小児科学分野、2日本学術振興会特別研究員、
3熊本大学医学部小児科学講座
○松本 志郎1、佐藤　歩1、服部　希世子1、奥村　健治2, 3、中村　公俊3、
中村　俊郎3、遠藤　文夫1, 3

Sy-8 胎児～乳児期特異的DHT産生経路（backdoor pathway）：POR異常症における尿ステロイ
ドプロフィル解析
慶應義塾大学医学部中央臨床検査部1、国立成育医療センター2、
慶應義塾大学医学部小児科3、白河厚生総合病院4、東京慈恵会医科大学5、東北大学6

○本間桂子1、緒方　勤2、深見真紀2、堀川玲子2、堀　尚明3、武田良淳4、
大橋十也5、藤原幾磨6、村田　満1、長谷川奉延3
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Meet-the-Expert

9 月 29日（金）11：10－11：40
1 副腎疾患についての最近の話題　第2会場

座長　大山　健司（山梨大学医学部小児科）
演者　勝又　規行（国立成育医療センター研究所小児思春期発育研究部）

2 糖代謝についての最近の話題　第3会場
座長　有阪　治（獨協医科大学小児科）
演者　依藤　亨（京都大学医学部小児科）

3 Ca代謝についての最近の話題　第4会場
座長　大薗　恵一（大阪大学大学院医学系研究科D5生体統合医学小児発達医学）
演者　皆川　真規（千葉大学大学院医学研究院小児病態学）
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ランチョンセミナー

9月28日（木）12：00－13：00
LS-1 会 場：第 2会場（22+23会議室）

演題名：成人GHDの治療～脳神経外科、内分泌内科の先生をお迎えして～
　　　 司 会：藤枝　憲二（旭川医科大学医学部小児科）

パネリスト：寺本 明（日本医科大学脳神経外科）
沖 隆（浜松医科大学第 2内科）

共 催：日本イーライリリー株式会社

LS-2 会 場：第 3会場（43会議室）
演題名：小児GHDから成人GHDへのTransition
座 長：河野 斉（福岡市立こども病院感染症センター内分泌代謝科）
演 者：田中　敏章（国立成育医療センター臨床検査部）
共 催：ファイザー株式会社

LS-3 会 場：第 4会場（44会議室）
演題名：小児のメタボリックシンドロームと脂質異常
座 長：杉原　茂孝（東京女子医科大学東医療センター）
演 者：岡田　知雄（日本大学新生児病科）
共 催：日本ケミカルリサーチ株式会社、大日本住友製薬株式会社

9 月29日（金）12：00－13：00
LS-4 会 場：第 3会場（43会議室）

演題名：骨系統疾患の小児科からのアプローチ
座 長：神崎　晋（鳥取大学周産期・小児医学分野）
演 者：大薗　恵一（大阪大学大学院医学系研究科D5生体統合医学小児発達医学）
共 催：ノボノルディスク ファーマ株式会社

LS-5 会 場：第 4会場（44会議室）
演題名：大阪大学におけるMHH症例報告・展望
座 長：横谷　進（虎の門病院小児科）
演 者：辻村　晃（大阪大学大学院医学系研究科器官制御外科）
共 催：セローノ・ジャパン株式会社
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◆◆9月27日（水）◆

15：15～16：15 ―――――――――――――――――――――――――――――――
第 1 会場（中ホール）

会長講演

座長　藤枝　憲二（旭川医科大学小児科）

メタボリックシンドロームと小児内分泌学
大関　武彦
浜松医科大学小児科

16：15～17：45 ―――――――――――――――――――――――――――――――
第 1 会場（中ホール）

優秀演題候補演題
座長　緒方　　勤（国立成育医療センター研究所小児思春期発達研究部）

大山　健司（山梨大学医学部臨床看護学）　　　　　　　　　　　

SpO-1 MCT8異常を認めた男児例：内分泌機能検査と甲状腺ホルモン投与後の経過
1 大阪大学大学院　医学系研究科　小児科学、2大阪大学大学院　歯学研究科　顎口腔病因病態制御学、
3大阪大学　子どものこころの発達研究センター環境関連分子解析部門
○難波 範行1, 2、恵谷　ゆり1、北岡　太一1、中元　保子1、中長　摩利子1、別所　一彦1、
三善　陽子1、虫明　聡太郎1、谷池　雅子1, 3、大薗　恵一1

SpO-2 クレチン症マススクリーニング陽性者におけるTSHR遺伝子解析
1 慶應義塾大学　医学部　小児科、2神奈川県立こども医療センター　内分泌・代謝科
○鳴海覚志1、室谷　浩二2、朝倉　由美2、天野　直子1、石井　智弘1、安達　昌功2、
長谷川　奉延1

SpO-3 先天性甲状腺機能低下症マススクリーニング陽性者におけるTSHR遺伝子の解析
1旭川医科大学　医学部　小児科学講座
○上田　修1、買買提　米熱古麗1、鈴木　滋1、松尾　公美浩1、向井　徳男1、藤枝　憲二1

SpO-4 妊娠初期のヒト胎児における下垂体―副腎系の働きとその性分化に及ぼす影響
1Human Genetics Division, University of Southampton、
2Centre for Human Development, Stem Cells & Regeneration, University of Southampton、
3Department of Experimental and Health Sciences, Pompeu Fabra University、
4Department of Chemical Pathology, Southampton University Hospitals NHS Trust、
5Developmental Origins of Health and Disease Division, University of Southampton
○後藤正博1、HANLEY　KP1, 2、MARCOS　J 3、WOOD　PJ 4、CAMERON　IT2, 5、
WILSON　DI 1, 2、HANLEY　NA1,2
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SpO-5 骨形成不全症ΙΙC型にdense boneを伴いCOL1A1遺伝子C末端領域に変異を認めた本邦初発例
1 東京電力病院　小児科、2慶應義塾大学医学部小児科、3神奈川県立こども医療センター、
4都立清瀬小児病院
○堀　尚明1、長谷川　奉延2、黒澤　健司3、西村　玄4

SpO-6 糖尿病合併妊娠母体からの出生群における局所的グルココルチコイド代謝
1浜松医科大学医学部小児科
○藤澤　泰子1、中川　祐一1、中西　俊樹1、李　仁善1、大関　武彦1

18：00～19：30 ―――――――――――――――――――――――――――――――
第 1 会場（中ホール）

公開フォーラム
「成長曲線を考える」

司会　藤枝　憲二（旭川医科大学小児科）
大関　武彦（浜松医科大学小児科）

元　神奈川県立こども医療センター内分泌代謝科（現　日本ケミカルリサーチ株式会社）
立花　克彦「成長曲線って何だろう」

熊本大学発達小児科
間部　裕代「成長曲線を使ってみよう」
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◆◆9月28日（木）◆

9：00～ 9：40 ―――――――――――――――――――――――――――――――
第 1 会場（中ホール）

一般演題　口演発表
甲状腺1

座長　原田　正平（国立成育医療センター成育政策科学研究部）
南谷　幹史（千葉市立海浜病院小児科）

O-01 新生児マススクリーニングで発見された中枢性クレチン症の頻度と臨床症状に関する検討
1 北海道大学　小児科、2旭川医科大学　医学部　小児科
○藤原　ふみえ1、椿　淳子1、城　和歌子1、石津　桂1、藤枝　憲二2、田島　敏広1

O-02 異好性抗体によるTSH異常高値の認められた 5 才女児例
1 大阪市立大学大学院　医学研究科　発達小児医学、2バイエルメディカル株式会社　CSS部
○浅田　稔1、稲田　浩1、服部　英司1、中島　良一1、朱雀　恵2、山野　恒一1

O-03 子宮卵管造影による胎児・新生児一過性甲状腺機能低下症
1 国立成育医療センター　成育政策科学研究部、2国立成育医療センター　周産期診療部、
3群馬大学大学院医学系研究科　小児生体防御学分野、4松戸市立病院　小児科、
5福岡大学　医学部　小児科、6東野医院
○原田　正平1、荒田　尚子2、左合　治彦2、鬼形　和道3、上瀧　邦雄4、廣瀬　伸一5、
東野　博彦6

O-04 特異な甲状腺機能低下症を呈した多発性肝血管腫の 1 乳児例
1大阪大学　大学院　医学系研究科　小児科学
○惠谷　ゆり1、別所　一彦1、中元　保子1、市森　裕章1、中長　摩利子1、三善　陽子1、
太田　秀明1、虫明　聡太郎1、大薗　恵一1

9：40～10：20 ―――――――――――――――――――――――――――――――
第 1 会場（中ホール）

一般演題　口演発表
甲状腺 2

座長　佐々木　望（埼玉医科大学小児科）
小川　英伸（石巻赤十字病院小児科）

O-05 マススクリーニングで発見された先天性甲状腺機能低下症患者の長期的QOL調査
1 サンライズこどもクリニック、2埼玉医科大学小児科、3千葉大学看護学部小児看護学、
4国立成育医療センター研究所
○佐藤　浩一1, 2、佐々木　望2、中村　伸枝3、掛江　直子4、原田　正平4
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O-06 早産低出生体重児におけるTRH負荷試験と甲状腺剤補充
1 北里大学　医学部　小児科、2聖徳大学　人文学部　児童学科
○伊藤　尚志1、横田　行史1、下浜　真里子1、長谷川　豪1、田久保　憲行1、風張　眞由美1、
柴山　啓子1、松浦　信夫2、石井　正浩1

O-07 一過性中枢性甲状腺機能低下を呈する母体バセドウ病児の、TRH負荷試験におけるTSHの反応性に関す
る検討

1 北里大学　医学部　小児科、2聖徳大学人文学部児童学科
○田久保　憲行1、横田　行史1、下濱　真里子1、大津　成之1、風張　眞由美1、柴山　啓子1、
松浦　信夫2、石井　正浩1

O-08 蛋白漏出性胃腸症を伴う心不全を引き起こしたと考えられる甲状腺機能亢進症の一例
1東京大学大学院医学系研究科　小児科学教室
○鶴岡　美幸1、佐藤　詩子1、稲冨　淳1、渋谷　和彦1、狩野　博嗣1、横山　美貴1、五十嵐　隆1

10：20～11：00 ―――――――――――――――――――――――――――――――
第 1 会場（中ホール）

一般演題　口演発表
糖尿病・肥満 1

座長　雨宮　 伸（埼玉医科大学小児科）
浦上　達彦（駿河台日本大学病院小児科）

O-09 先天性全身性脂肪萎縮症の 2 乳児例
1 神戸大学大学院　医学系研究科　小児科学、2神戸大学大学院　医学系研究科　臨床薬効評価学、
3公立宍粟総合病院　小児科、4公立豊岡病院　小児科
○西山　敦史1、八木　麻理子2、前田　太郎3、上田　雅章4、吉田　真策4、竹島　泰弘1、
松尾　雅文1

O-10 血中可溶型インスリン受容体αサブユニットの発見―1型糖尿病患者における検討―
1 国立病院機構香川小児病院臨床研究部／小児科、2徳島大学分子酵素学研究センター、
3徳島大学医学部小児科
○横田　一郎1、小畑　利之2、小谷　裕美子3、品原　久美3、香美　祥二3、横山　和博2, 3、
蛯名　洋介2

O-11 新生児糖尿病におけるKir6.2、SUR1遺伝子の解析
1 秋田大学　医学部　小児科、2東北大学　医学部　小児科、3新潟市民病院　小児科、
4広島赤十字・原爆病院　小児科、5旭川医科大学　小児科
○高橋　勉1、高橋　郁子1、藤原　幾磨2、阿部　裕樹3、西　美和4、蒔田　芳男5、高田　五郎1

O-12 日本人小児 1 型糖尿病患者におけるカーボカウンティング法の現状とカーボ量評価の検討
1 大阪市立大学　大学院　医学研究科　発達小児医学、2寺田町こども診療所
○広瀬　正和1、川村　智行1、東出　崇1、木村　佳代1、稲田　浩1、青野　繁雄2、新平　鎮博1、
山野　恒一1
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11：00～11：40 ―――――――――――――――――――――――――――――――
第 1 会場（中ホール）

一般演題　口演発表
糖尿病・肥満 2

座長　杉原　茂孝（東京女子医科大学東医療センター小児科）
大木 由加志（日本医科大学小児科）

O-13 小児肥満症における尿酸の意義
1大阪医科大学小児科
○高谷　竜三1、笠原　俊彦1、井代　学1、成山　紀子1、川崎　康寛1、玉井　浩1

O-14 1型糖尿病患者におけるT細胞を介した免疫制御機構の表現型および遺伝子型解析
1九州大学大学院　医学研究院　成長発達医学
○井原　健二1、堤　康1、野村　明彦1、兼光　聡美1、高田　英俊1、原　寿郎1

O-15 3T3-L1脂肪細胞におけるNF-κB活性化とNO産生に対するHMG-CoA還元酵素阻害剤の影響
1 産業医科大学　小児科、2神奈川予防医学協会
○荒木　俊介1、土橋　一重1、久保　和泰1、川越　倫子1、山本　幸代1、白幡　聡1、
朝山　光太郎2

O-16 小児内分泌疾患におけるキャリーオーバー患者の社会的状況の実態
1 日本赤十字北海道看護大学基礎科学講座、2旭川医科大学小児科、3鹿児島大学医学部保健学科、
4国立成育医療センター研究所成育政策科学研究部、5東京女子医科大学東医療センター小児科
○伊藤　善也1、武井　修治3、杉原　茂孝5、原田　正平4、藤枝　憲二2、加藤　忠明4

14：30～15：30 ―――――――――――――――――――――――――――――――
第 1 会場（中ホール）

一般演題　口演発表
成長・成長障害 1

座長　河野　　斉（福岡県立こども病院感染症センター）
花木　啓一（鳥取大学医学部保健学科）　　　　　

O-17 成長ホルモン単独欠損症（IGHD）II型の 2 症例
1大阪市立大学大学院　医学研究科　発達小児医学、2神戸大学大学院　医学系研究科　内分泌代謝内科、
3国立成育医療センター研究所　小児思春期発育研究部
○東出　崇1、稲田　浩1、浅田　稔1、高橋　裕2、飯田　啓二2、カタベティン　パラビー3、
緒方　勤3、山野　恒一1

O-18 シルバーラッセル症候群および子宮内発育遅延患者における第 7 番染色体，第11番染色体のメチル化パ
ターン解析

1国立成育医療センター　研究所　小児思春期発育研究部、
2群馬大学　大学院　医学系研究科　小児生体防御学分野、3国立成育医療センター　内分泌・代謝科
○鏡　雅代1、山澤　一樹1、鬼形　和道2、堀川　玲子3、緒方　勤1
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O-19 早老症に合併する低身長の原因ー新規遺伝子変異の報告
1 大阪大学大学院医学系研究科情報統合医学講座小児科学、2しまキッズクリニック
○三善　陽子1、島　雅昭2、難波　範行1、虫明　聡太郎1、中島　滋郎1、谷池　雅子1、
大薗　恵一1

O-20 早期から成長ホルモン治療を開始したPrader-Willi 症候群での治療効果の検討
1獨協医科大学越谷病院　小児科
○土屋　貴義1、神津　亨1、小幡　一夫1、村上　信行1、永井　敏郎1

O-21 IGFs遺伝子多型が胎児胎盤発育に及ぼす影響
1旭川医科大学　医学部　医学科　小児科学教室
○長屋　建1、蒔田　芳男1、竹田津　原野1、藤枝　憲二1

O-22 成人ターナー症候群のフォローの現状についての検討
1大阪市立総合医療センター　小児保健医療センター　小児内科
○望月　貴博1、藤田　敬之助1

15：30～16：30 ―――――――――――――――――――――――――――――――
第 1 会場（中ホール）

ワークショップ
「新生児マススクリーニングの新たな展開」

座長　猪股　弘明（いのまたこどもクリニック）
長谷川　奉延（慶応義塾大学医学部小児科）

W-1 新生児期の対応
楠田　聡
東京女子医科大学母子総合医療センター

W-2 TSH異常例の対応
鬼形　和道
群馬大学大学院医学系研究科小児生体防御学

w-3 副腎疾患についてのマススクリーニング～これまでの成果のまとめ～
木下　英一
よしもと小児クリニック

W-4 副腎疾患のマススクリーニング：今後の展望
田島　敏広
北海道大学医学部小児科
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16：30～17：30 ―――――――――――――――――――――――――――――――
第 1 会場（中ホール）

特別講演

座長　大関　武彦（浜松医科大学小児科）

Neonatal Screening for Endocrine Diseases: European Experience
Dr. Toni Torresani, Ph.D.
Dept of Endocrinoligy and Swiss Neonatal Screening Laboratory,
Universtity Children’s Hospital Zurich, Switzerland

17：30～18：15 ―――――――――――――――――――――――――――――――
第 1 会場（中ホール）

招待講演

座長　田中　敏章（国立成育医療センター臨床検査部）

Changing Perspectives on Disorders of Development
Prof. Garry Warne
Senior Endocrinologist,
Royal Children’s Hospital, Melbourne Australia
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13：00～14：00 ―――――――――――――――――――――――――――――――
ポスターB会場（52～54会議室）

一般演題　ポスター発表
糖尿病・肥満 1

座長　遠藤　満智子（函館五稜郭病院小児科）
門脇　弘子（調布東山病院小児科）

P-001 札幌市における小学生の肥満の実態
1 宮の沢小池こどもクリニック、2札幌市学校医協議会
○小池　明美1、長谷　直樹2、梅津　愛子2

P-002 小児における高分子量アディポネクチン測定について
1調布東山病院　小児科
○門脇　弘子1

P-003 高インスリン血症性低血糖症におけるジアゾキシドの薬物動態
1 慶應義塾大学　医学部　小児科、2日本小児内分泌学会薬事委員会
○木津　りか1、天野　直子1、石井　智弘1、小崎　健次郎1、田中　敏章2、長谷川　奉延1, 2

P-004 小児期発症患者を含む家族性糖尿病の遺伝子解析
1 京都大学　医学部　小児科、2日本赤十字社和歌山医療センター小児科、3足立病院小児科
○依藤　亨1、河井　昌彦1、百井　亨1, 2、依藤　純子1, 3、中畑　龍俊1

P-005 成長ホルモンおよびインスリン自己注射におけるナノパス33使用のアンケート調査
1獨協医科大学　小児科
○市川　剛1、志村　直人1、金澤　早苗1、小山　さとみ1、小嶋　恵美1、有阪　治1

P-006 摂食障害を合併した1型糖尿病女性2例のインスリンポンプ使用経験
1 東京女子医科大学　小児科、2東京女子医科大学　看護学部
○佐々木　香織1、兼松　幸子1、塩田　睦記1、田久保　由美子2、大澤　真木子1

P-007 小児 2 型糖尿病頻度の近年の動向－増加から減少傾向へ転向している
1 日本大学　医学部　小児科、2東京都予防医学協会
○浦上　達彦1、森本　繁夫1、似鳥　嘉一1、原田　研介1、大和田　操2、北川　照男2

P-008  1 型糖尿病の発症時入院期間短縮の試み
1治久会もみのき病院
○岡田　泰助1

P-009 学童における高脂血症フェノタイプとインスリン抵抗性の関連について
1琉球大学　医学部　病体解析医科学講座　育成医学分野
○勝連　啓介1、安里　義秀1、島袋　忠雄1、木川　和英1、太田　孝男1
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13：00～14：00 ―――――――――――――――――――――――――――――――
ポスターB会場（52～54会議室）

一般演題　ポスター発表
糖尿病・肥満 2

座長　伊藤　善也（旭川医科大学小児科）
土橋　一重（産業医科大学小児科）

P-010 早産児におけるadiponectin値の検討
1 日立総合病院　新生児科、2筑波大学　小児科
○齋藤　誠1、鴨田　知博2、西村　一記1、野末　裕紀2、松井　陽2

P-011 肥満児童における倹約表現形仮説の検証
1 新潟大学大学院　医歯学総合研究科　小児科学分野、2新潟市民病院　小児科
○阿部　裕樹1, 2、菊池　透1、長崎　啓祐1、樋浦　誠1、田中　幸恵1、小川　洋平1、内山　聖1

P-012 1型糖尿病発症時における血中レジスチン値の検討
1 筑波メディカルセンター病院　小児科、2筑波大学　小児科
○野末　裕紀1、鴨田　知博2、松井　陽2

P-013 本邦女子における乳児期の栄養と小児期・若年成人期における肥満との関連
1国立病院機構　岡山医療センター　小児科
○久保　俊英1、古城　真秀子1

P-014 Diazoxideが奏効した新生児持続性高インスリン性低血糖症の一男児例
1 信州大学　医学部　小児科、2国立病院機構　中信松本病院　小児科
○倉田　研児1、松浦　宏樹2、塩原　正明1、鶴田　悟郎1

P-015 インスリン依存性糖尿病に重症筋無力症を合併した 2 症例
1 熊本大学　医学部　発達小児科、2国立病院機構西別府病院小児科
○小篠　尚子1、山田　英二1、間部　裕代1、三池　輝久1、平松　美佐子2

P-016 低年齢で同時発症した1型糖尿病の一卵性双生児例
1長野赤十字病院　小児科
○内田　範子1、赤澤　陽平1、中村　真一1、南　勇樹1、天野　芳郎1、安井　耕三1

P-017 家族・学童の健康知識が1型糖尿病の早期発見と軽症化に寄与した 3 例
1獨協医科大学　小児科
○志村　直人1、金澤　早苗1、市川　剛1、小嶋　恵美1、根岸　正穂1、白岩　妙子1、
小山　さとみ1、有阪　治1
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13：00～14：00 ―――――――――――――――――――――――――――――――
ポスターB会場（52～54会議室）

一般演題　ポスター発表
糖尿病・肥満 3

座長　高谷　竜三（大阪医科大学小児科）
横田　一郎（徳島大学医学部小児科）

P-018 肥満児における分子量別アディポネクチンレベルと内臓脂肪量との関連性および治療前後の変動
1 産業医科大学　小児科、2神奈川県予防医学協会
○荒木　俊介1、土橋　一重1、久保　和泰1、川越　倫子1、山本　幸代1、河田　泰定1、
白幡　聡1、朝山　光太郎2

P-019 生後発達に伴うラット下垂体galanin-like peptideおよびneuromedin U遺伝子の発現動態の検討
1 産業医科大学　医学部　小児科、2九州栄養福祉大学　食物栄養科
○久保　和泰1、山本　幸代1、川越　倫子1、宗　まりこ2、荒木　俊介1、土橋　一重1、
河田　泰定1、白幡　聡1

P-020 清涼飲料水ケトーシスを来たした11歳女子例―発症に到った社会・心理的背景についての考察―
1 中野、2東野医院
○森　喜造1、東野　博彦2、木野　稔1

P-021 比較的低栄養にもかかわらず2型糖尿病を発症した重症心身障害児の一例
1金沢医科大学　医学部　発生発達医学
○伊藤　順庸1、柿沼　宏明1、高橋　弘昭1

P-022 PETの所見と病理像の乖離がみられた乳児持続性高インスリン血性低血糖症の一女児例
1 島根大学　医学部　小児科、2島根大学　医学部　小児外科、3島根大学　医学部　病理部、
4木沢記念病院　小児科、5木沢記念病院　放射線科、6福岡大学　医学部　臨床検査医学
○小林　弘典1、伊藤　真理子1、岸　和子1、山口　清次1、久守　孝司2、丸山　理留敬3、
増江　道哉4、加古　伸雄5、大久保　久美子6

P-023 当院における小児期発症2型糖尿病について
1北海道大学　小児科
○城　和歌子1、藤原　ふみえ1、石津　桂1、椿　淳子1、田島　敏広1

P-024 乳幼児期のBMI変化とsmall, dense LDLとの関係について
1獨協医科大学　小児科
○山崎　弦1、小嶋　恵美1、尾股　普子1、市川　剛1、金澤　早苗1、小山　さとみ1、志村　直人1、
有阪　治1

P-025 1型糖尿病児における％BMI値の検討
1 徳島大学医学部発生発達医学講座小児医学分野、2独立行政法人国立病院機構香川小児病院、
3埼玉医科大学医学部小児科、4聖徳大学人文学部児童学科、5インスリン治療研究会
○小谷　裕美子1、横田　一郎2, 5、香美　祥二1、雨宮　伸3, 5、松浦　信夫4, 5、佐々木　望3, 5



－29－

13：00～14：00 ―――――――――――――――――――――――――――――――
ポスターB会場（52～54会議室）

一般演題　ポスター発表
性腺・副腎 1

座長　百井　亨（日本赤十字社和歌山医療センター第 1小児科）
久保田　晃（菊川市立病院小児科）

P-026 小児腫瘍性疾患治療後患者における性腺機能
1大阪大学大学院医学系研究科情報統合医学講座小児科学
○三善　陽子1、難波　範行1、恵谷　ゆり1、太田　秀明1、虫明　聡太郎1、大薗　恵一1

P-027 脳幹出血により突然死したTurner症候群の一例
1 山梨大学　医学部　小児科、2山梨赤十字病院、3山梨大学　医学部　臨床看護
○佐野　友昭1, 2、大山　建司3、中込　美子1、志村　由江1、小林　浩司1、太田　正法1、
佐藤　和正1、三井　弓子1、中澤　眞平1

P-028 ECLIA法による小児期血中エストラジオール濃度の検討
1 山梨大学　医学部　小児科、2山梨大学付属病院　検査部、3山梨大学　医学部　看護学科
○三井　弓子1、小林　浩司1、望月　美恵1、小林　基章1、佐藤　和正1、佐野　友昭1、
太田　正法1、坂本　美穂子2、大山　建司3、中澤　眞平1

P-029 停留精巣患者62例における精巣導体形成遺伝子 INSL3とGREATの変異および多型解析
1 成育医療センター研究所　小児思春期発育研究部、2山形徳州会病院　泌尿器科、
3成育医療センター　泌尿器科
○和田　友香1、山澤　一樹1、笹川　五十次2、青木　勝也3、上岡　克彦3、緒方　勤1

P-030 幼児期に卵巣機能不全を証明したFOXL2遺伝子異常を有する眼裂狭小症候群 I型の 2例
1 慶應義塾大学　医学部　小児科、2国立成育医療センター研究所　小児思春期発育研究部
○蜂屋　瑠見1、天野　直子1、石井　智弘1、緒方　勤2、長谷川　奉延1

P-031 末梢性の思春期早発を呈し家族性男子思春期早発症と考えられた1例
1大阪府立　母子保健総合医療センター
○太田　真紀子1、中長　摩利子1、吉村　文一1、位田　忍1

P-032 精巣下降異常に対するhCG療法の有効性の検討
1 山梨大学　医学部　小児科、2富士吉田市立病院　小児科、3山梨赤十字病院　小児科
○斎藤　朋洋1、望月　美恵1, 2、前田　優一1, 2、小鹿　学1, 2、佐野　友昭1, 3、大山　建司1、
中澤　眞平1

P-033 Turner症候群で10歳、12歳のFSHが10mIU/ml 未満の場合、規則的月経自然発来が期待できる。
1東京都立清瀬小児病院内分泌代謝科
○麻生　敬子1、古藤　しのぶ1、樋口　麻子1、有安　大典1、井沢　雅子1、宮本　純子1、
長谷川　行洋1
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P-034 新生児期血中テストステロン測定のピットフォール
1 神奈川県立こども医療センター　内分泌代謝科、2慶應義塾大学医学部　小児科、
3帝国臓器メディカル、4慶應義塾大学病院　中検分離分析
○室谷　浩二1、堀　尚明2、本間　誠次郎3、豊田　有子1、朝倉　由美1、本間　桂子4、
長谷川　奉延2、安達　昌功1

13：00～14：00 ―――――――――――――――――――――――――――――――
ポスターB会場（52～54会議室）

一般演題　ポスター発表
性腺・副腎 2

座長　佐藤　清二（さいたま市立病院小児科）
深見　真紀（国立成育医療センター研究所小児思春期発育研究部）

P-035 早朝第一尿中プレグナントリオール値はCYP21A2欠損症の治療状態の指標として有用である
1東京都立清瀬小児病院　内分泌代謝科
○井沢　雅子1、麻生　敬子1、有安　大典1、樋口　麻子1、長谷川　行洋1

P-036 自己免疫性多腺性内分泌不全症1型が疑われる兄妹例
1 福岡市立こども病院　内分泌代謝科、2福岡市立こども病院・感染症センター　感染症科、
3九州大学大学院医学研究院成長発達医学、4慶応義塾大学　医学部　分子生物学
○金城　さおり1、河野　斉1、水野　由美2、都　研一3、大賀　正一3、工藤　純4、清水　信義4

P-037 MRI拡散強調画像が脳症の診断に有用であった21水酸化酵素欠損症の1例
1 鹿児島大学小児科、2今給黎総合病院小児科
○八牧　愉二1、玉田　泉2、渡邊　健二2、溝田　美智代1、檜作　和子1、大坪　喜代子1、
河野　嘉文1

P-038 院外調剤薬局を変更したため副腎不全になった先天性副腎過形成の22歳男性
1 茅ヶ崎市立病院　小児科、2東京大学医学部　小児科
○小田　洋一郎1、佐藤　詩子2、五十嵐　隆2

P-039 コントロール困難なCYP21A2欠損症の1例
1国立成育医療センター　内分泌代謝科
○綾部　匡之1、阿部　清美1、曽根田　瞬1、藤本　陽子1、磯島　豪1、内木　康博1、堀川　玲子1

P-040 21水酸化酵素欠損症塩類喪失型女児13例の外性器異常と遺伝子型の検討
1名古屋市立大学大学院医学研究科　先天異常・新生児・小児医学分野、
2名古屋市立大学大学院医学研究科　腎・泌尿器科学分野
○水野　晴夫1、杉山　由賀里1、今峰　浩貴1、神田　恵介1、林　祐太郎2

P-041 神経芽細胞腫の加療後に高血圧を呈した3例
1国立成育医療センター
○藤本　陽子1、内木　康博1、堀川　玲子1
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P-042 新しいDAX-1遺伝子変異が同定された先天性副腎低形成の一例
1 順天堂大学　小児・思春期科、2独協医科大学　小児科、3慶応義塾大学　小児科
○馬場　春奈1、春名　英典1、田所　里枝子1、保坂　篤人1、山城　雄一郎1、有阪　治2、
長谷川　奉延3、加藤　芙美子3

P-043 成長率の低下を契機に発見された機能性副腎腫瘍の一例
1 東海大学　医学部付属　八王子病院、2東海大学　医学部　専門診療学系　小児科学
○冨田　雄一郎1、石黒　寛之2、兵頭　裕美2、品川　剛2

13：00～14：00 ―――――――――――――――――――――――――――――――
ポスターB会場（52～54会議室）

一般演題　ポスター発表
成長・成長障害 1

座長　荒木　久美子（高知大学医学部小児科）
中込　美子（山梨大学医学部小児科）　

P-044 成長ホルモンの自己注射におけるナノパス33G使用時の疼痛に関する検討
1ふじさわ小児科医院
○藤澤　和郎1

P-045 成長ホルモン分泌不全を呈した軟骨無形成症の1例
1 滝川市立病院　小児科、2KKR札幌医療センター斗南病院
○松本　日出男1、母坪　智行2

P-046 低身長に対し成長ホルモン治療を行ったSHOX半量不全の1例
1日本大学　医学部　小児科
○森本　繁雄1、長谷川　真紀1、舩木　聡1、浦上　達彦1、原田　研介1

P-047 成長ホルモン補充療法後にCMLを発症した男児の1例
1神戸市立中央市民病院　小児科
○宮越　千智1、原田　明佳1、神田　健志1、宇佐美　郁哉1、春田　恒和1

P-048 14トリソミーモザイクの女児に成長ホルモンを投与した一例
1埼玉医科大学総合医療センター　小児科
○浅野　祥孝1、荒川　浩1、田村　正徳1

P-049 GH投与が奏効したCHARGE症候群の一例
1 広島大学病院小児科、2国立病院機構呉医療センター、3慶応義塾大学医学部小児科
○但馬　剛1、岡田　賢1、宮河　真一郎2、小崎　健次郎3

P-050 4か月健診と1歳6か月健診の質問表から分析した成長の要因について
1広島市西保健センター
○安永　徹1
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P-051 GH治療終了後、ホルモン補充療法中止により易疲労が増強した身長約180cm に達したGHDの 2男性
例

1函館五稜郭病院　小児科
○遠藤　満智子1、阿部　修司1

13：00～14：00 ―――――――――――――――――――――――――――――――
ポスターA会場（41会議室）

一般演題　ポスター発表
副甲状腺・骨・Ca代謝 1

座長　内木　康博（国立成育医療センター内分泌代謝科）
井原　健二（九州大学大学院医学研究院成長発達医学）

P-052 Pro112Leu変異をホモ接合性に認めたビタミンD依存性くる病 type 1の 1例
1東京都立清瀬小児病院　内分泌代謝科
○小田　優子1、有安　大典1、宮本　純子1、山田　誠1、長谷川　行洋1

P-053 高血圧を合併したMcCune-Albright症候群の1例
1 箕面市立病院　小児科、2大阪府立母子保健総合医療センター研究所　環境影響部門、
3大阪府立母子保健総合医療センター腎・代謝科、
4大阪大学大学院医学系研究科内科系臨床医学専攻情報統合医学小児科学
○大幡　泰久1、山本　威久1、道上　敏美2、里村　憲一3、下辻　常介1、大薗　惠一4

P-054 長期間のひきこもりと養育放棄のため重度ビタミンD欠乏性くる病を呈した思春期自閉症の一例
1 あいち小児保健医療総合センター　内分泌代謝科、2あいち小児保健医療総合センター　心療科、
3あいち小児保健医療総合センター　保健センター、
4愛知県立心身障害児療育センター第二青い鳥学園　小児科
○前坂　明子1、濱島　崇1、杉山　登志郎2、山崎　嘉久3、越知　信彦4

P-055 PTH1-34投与で血清カルシウム濃度上昇を認めたカルシウム受容体機能亢進型変異の1例
1 信州大学　医学部　小児医学、2国立病院機構　千葉医療センター
○塩原　正明1、塩沢　理世1、倉田　研児1、松浦　宏樹1、鶴田　悟郎1、荒井　史1、竹内　浩一1、
竹内　さつき1、安田　敏行2、小池　健一1

P-056 ビタミンD欠乏症の12例
1勤医協札幌病院　小児科
○岡田　靖1

P-057 統合失調様症状を契機にみつかった特異顔貌を欠く22q11.2欠失症候群による副甲状腺機能低下症の一
例

1 愛媛大学医学部小児科、2西条中央病院小児科、3愛媛県立中央病院小児科、
4東京女子医科大学国際統合医科学インスティテュート、
5東京女子医科大学国際統合医科学インスティテュート循環器小児科
○竹本　幸司1、松浦　健治2、徳田　桐子1、藤澤　由樹3、石田　也寸志1、古谷　喜幸4、
松岡　瑠美子5
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P-058 臨床的に Ia、Ibの鑑別が困難であった偽性副甲状腺機能低下症の一例
1 東京医科歯科大学　小児科、2総合病院取手協同病院　小児科、3川口医療センター　小児科、
4東京北社会保険病院　小児科
○児玉　美沙子1, 2、宮井　健太郎1、小野　真1, 3、大西　寿和1、太田　正康1, 2、鹿島田　健一1, 4

P-059 骨密度低下を認める若年成人期の性腺機能低下症においてアレンドロネート治療が腰椎骨密度を上昇させ
る

1東京都立清瀬小児病院　内分泌代謝科
○宮本　純子1、樋口　麻子1、井澤　雅子1、有安　大典1、麻生　敬子1、古藤　しのぶ1、
長谷川　行洋1

P-060 1,25（OH）2D3は胎生期の長管骨への血管侵入を制御する。
1 岡山大学大学院　医歯薬学総合研究科　小児医科学、2大阪厚生年金病院
○長谷川　高誠1、清野　佳紀1, 2、田中　弘之1

P-061 重症ステロイド性骨粗鬆症にパミドロネート療法を施行した4例
1東北大学病院　小児科
○藤原　幾磨1、斎藤　明子1、小島　加奈子1、菅野　潤子1、土屋　滋1
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13：00～14：00 ―――――――――――――――――――――――――――――――
ポスターA会場（41会議室）

一般演題　ポスター発表
視床下部・下垂体 1

座長　佐藤　真理（東邦大学医学部小児科）
上牧　務（静岡市立清水病院小児科）

P-062 低身長を主訴に発見された続発性汎下垂体機能低下症の1例
1 日本赤十字社和歌山医療センター　第 1小児科、2京都大学医学部附属病院小児科、3足立病院小児科
○中西　宏美1、田中　里江子1、依藤　亨2、河井　昌彦2、依藤　純子3、百井　亨1

P-063 カベルゴリンが有効であったプロラクチン産生下垂体腺腫の1女児例
1 札幌医大　小児科、2斗南病院　小児科
○鎌崎　穂高1、母坪　智行2

P-064 皮膚色素沈着を契機に精査を行い，ACTH不応症と診断した遺伝子解析中の5歳男児例
1 土浦協同病院　小児科、2東京医科歯科大学　小児科
○滝沢　文彦1、渡部　誠一1、大西　寿和2、宮井　健太郎2

P-065 先天性腎性尿崩症女性症例における、X染色体不活性化の偏りの解析
1東邦大学医療センター　大森病院　小児科
○佐藤　真理1、荻久保　明香1、吉澤　敦子1

P-066 小児期発症重症成人成長ホルモン（GH）分泌不全症の20歳代におけるGH投与量の検討
1虎の門病院　小児科
○横谷　進1、伊藤　純子1

P-067 中枢性尿崩症発症後，早期に画像所見の改善がみられたリンパ球性漏斗下垂体後葉炎の女児例
1宮崎大学　医学部　生殖発達医学講座　小児科学、
2独立行政法人　国立病院機構　宮崎東病院　小児科
○澤田　浩武1、柳田　かえで1、松山　美靜代1、井上　忍2

P-068 体温調節異常を認める視床下部・下垂体機能低下症の一例
1 金沢大学医学部　小児科、2島根大学医学部　環境生理学、
3沖縄県立南部医療センター・こども医療センター、4住田小児科医院、5富山県立中央病院　小児科
○岡島　道子1、宮下　健悟1、西田　巳香1、浅井　暁1、小泉　晶一1、市村　昇悦5、高桑　聖3、
住田　亮4、紫藤　治2
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13：00～14：00 ―――――――――――――――――――――――――――――――
ポスターA会場（41会議室）

一般演題　ポスター発表
甲状腺 1

座長　宮田　市郎（東京慈恵会医科大学小児科）
濱島　崇（あいち小児保健医療総合センター内分泌科）

P-069 3年後に甲状腺機能亢進症に進展した、成長障害、粘液水腫を伴った橋本病の1女児例
1 千葉市立　海浜病院　小児科、2今田こども医院、3千葉大学　大学院　医学研究院　小児病態学
○南谷　幹史1、今田　進2、皆川　真規3、河野　陽一3

P-070 妊婦の昆布過剰摂取が原因の一過性クレチン症の2例
1 尚絅大学　生活科学部　栄養科学科、2熊本大学　医学部　小児科、3くまもと発育クリニック
○西山　宗六1、木脇　弘二2、中村　公俊2、田尻　博子2、岡田　稔久3

P-071 大量無機ヨード併用により少量MMIで甲状腺機能が正常化し重大な副作用が回避できたバセドウ病7歳女
児例

1東京医科歯科大学　発達病態小児科学講座
○宮井　健太郎1、大西　寿和1、小野　真1、鹿島田　健一1

P-072 甲状腺腫大を契機に発見され常染色体優性遺伝が疑われた先天性甲状腺機能低下症の一家系
1 広島大学病院小児科、2国立病院機構呉医療センター、3獨協医科大学臨床検査医学
○岡田　賢1、但馬　剛1、宮河　真一郎2、菱沼　昭3

P-073 甲状腺機能亢進症の母から出生した新生児甲状腺機能亢進症の2例
1 熊本大学医学部付属病院　発達小児科、2熊本大学医学部付属病院　小児科、3公立玉名中央病院
○山田　英二1、小篠　尚子1、間部　裕代1、三池　輝久1、田島　清隆2、三渕　浩2、
遠藤　文夫2、米峰　かず子3

P-074 ヨードの新生児甲状腺機能への影響―母体が卵管造影後妊娠し、出生した児の甲状腺機能からの検討―
1 東京都予防医学協会　内分泌科、2東京女子医科大学東医療センター　小児科
○岩間　彩香1、百渓　尚子1、杉原　茂孝2

P-075 頭蓋骨早期癒合症で発見された2歳のBasedow病の女児例
1帝京大学医学部附属病院小児科
○志賀　勝秋1、加賀　文彩1、金子　衣野1、窪田　和興1、児玉　浩子1

P-076 眼球突出をきっかけに診断されたEuthyroid Graves' Diseaseの 4歳男児の1例
1 鹿児島生協病院　小児科、2鹿児島生協病院　眼科
○森田　智1、西畠　信1、福宿　宏英2



－36－

◆◆9月29日（金）◆

9 ：00～ 9 ：40 ―――――――――――――――――――――――――――――――
第 1 会場（中ホール）

一般演題　口演発表
成長・成長障害 2

座長　西　美和（広島赤十字原爆病院小児科）
香川　二郎（藤枝市立総合病院小児科）

O-23 胆道閉鎖症における生体肝移植後の成長
1 慶応義塾大学　医学部　小児科、2慶應義塾大学　医学部　小児外科
○天野　直子1、石井　智弘1、淵本　康史2、星野　健2、森川　康英2、長谷川　奉延1

O-24 小児の骨成長の指標としての尿中1型コラーゲンN末端テロペプチド（NTX）の測定の意義
1 岡山大学大学院医歯学総合研究科　小児医科学、2済生会今治病院　小児科
○佐藤　潤1、田中　弘之1

O-25 X連鎖性腎性尿崩症の姉弟例におけるAVPR2遺伝子変異解析（Pro173Leu）
1長崎大学大学院医歯薬学総合研究科小児病態制御学
○本村　克明1、伊達木　澄人1、本村　秀樹1、和泉　啓1、森内　浩幸1

O-26 小児におけるGHRP負荷試験の有用性について：insulin負荷試験との比較検討
1神奈川県立こども医療センター　内分泌代謝科
○朝倉　由美1、室谷　浩二1、豊田　有子1、安達　昌功1

9 ：40～10：20 ―――――――――――――――――――――――――――――――
第 1 会場（中ホール）

一般演題　口演発表
視床下部・下垂体

座長　長谷川　行洋（川崎市立川崎病院小児科）
児玉　浩子（帝京大学小児科）

O-27 小児期発症鞍上部脳腫瘍患者の、肥満・脂質代謝・インスリン抵抗性に関する検討
1 神奈川県立こども医療センター　内分泌代謝科、2神奈川県立こども医療センター　脳神経外科
○安達　昌功1、朝倉　由美1、室谷　浩二1、豊田　有子1、佐藤　博信2、関戸　謙一2

O-28 当センターにおける頭蓋内器質性病変による中枢性思春期早発症に関する検討
1 埼玉県立小児医療センター　代謝内分泌科、2埼玉県立小児医療センター　代謝内分泌科
○春名　英典1、会津　克哉1、望月　弘1
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O-29 変異型Pit-1における新たな機能解析の試み
1東京慈恵会医科大学　小児科学講座、2Laboratoire des Interactions Cellulaires Neuro-Endocriniennes,
Universite de la Mediterranee, Marseille, France
○宮田　市郎1、吉川　秀樹1、田嶼　朝子1、Vallette-Kasic Sophie 2、Saveanu Alexandru 2、
Brue Thierry 2、衞藤　義勝1

O-30 下垂体柄腫大を伴う中枢性尿崩症に関する検討―MRIの進歩による診断技術の向上を背景として―
1 埼玉県立小児医療センター　代謝・内分泌科、2埼玉県立小児医療センター　放射線科
○会津　克哉1、春名　英典1、望月　弘1、野澤　久美子2

10：20～11：10 ―――――――――――――――――――――――――――――――
第 1 会場（中ホール）

一般演題　口演発表
性腺・副腎 1

座長　緒方　勤（国立成育医療センター研究所思春期発育研究部）
向井　徳男（旭川医科大学小児科）

O-31 DHEAの免疫細胞に及ぼす影響についての解析
1 浜松医科大学　医学部　小児科、2遠州総合病院　小児科
○坂倉　雄二1、中川　祐一1、藤澤　泰子1、中西　俊樹1、李　仁善1、三枝　弘和2、大関　武彦1

O-32 男児外陰部異常症および精子形成障害と内分泌撹乱物質感受性：エストロゲン受容体α遺伝子ハプロタイ
プ解析

1 国立成育医療センター　小児思春期発育研究部、2慶應大学　医学部　産婦人科、
3慶應大学医学部小児科、4東京女子医科大学　先端生命医科学系専攻　遺伝子医学分野
○吉田　理恵1、渡邊　昌紀2、吉村　泰典2、長谷川　奉延3、鎌谷　直之4、緒方　勤1

O-33 ラット精巣で精子形成開始以降に特異的に発現する遺伝子の解析
1 山梨大学大学院医学工学総合研究部　小児科、2山梨大学大学院医学工学総合研究部　臨床看護、
3鳥取大学　農学部　獣医学科
○太田　正法1、佐野　友昭1、佐藤　和正1、山野　好章3、大山　建司2

O-34 細菌人工染色体を用いたsteroidogenic acute regulatory protein欠損マウスの表現型救済
1 慶応義塾大学　医学部　小児科、2テキサス大学サススウェスタンメディカルセンター内科
○石井　智弘1, 2、佐々木　悟郎2、JEYASURIA　PANCHARATNUM2、KEITH　PARKER2、
長谷川　奉延1

O-35 新規SF1変異（C55W，Δ395E）による副腎機能正常な46，XY女性の2例
1 国立成育医療センター研究所　小児思春期発育研究部、2国立成育医療センター　内分泌代謝科、
3国立成育医療センター　臨床検査部
○勝又　規行1、堀川　玲子2、緒方　勤1、田中　敏章3
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14：00～14：40 ―――――――――――――――――――――――――――――――
第 1 会場（中ホール）

一般演題　口演発表
性腺・副腎 2

座長　堀川　玲子（国立成育医療センター内分泌代謝科）
安達　昌功（神奈川県立こども医療センター内分泌代謝科）

O-36 外性器異常を有する児にどう対応するか－メディアを利用した迅速広域 gender assignment conference
の試み

1 大阪府立母子保健総合医療センター　消化器・内分泌科、2国立成育医療センター内分泌代謝科、
3大阪府立母子保健総合医療センター泌尿器科、4国立成育医療センター泌尿器科、
5国立成育医療センター小児思春期発育研究部
○位田　忍1、堀川　玲子2、松本　富美3、上岡　克彦4、緒方　勤5、島田　憲次3

O-37 新規SF-1遺伝子変異を有する1家系：SF-1は卵巣の発生と機能に必須ではない
1 兵庫県立こども病院　代謝内分泌科、2神戸大学大学院医学研究科　小児科
○郷司　克己1、福島　雅子1、細川　悠紀1、尾崎　佳代1、松尾　雅文2

O-38 POR異常症23例における遺伝子型－表現型解析
1 国立成育医療センター　小児思春期発育研究部、2慶應義塾大学、3国立成育医療センター、
4獨協大学越谷病院、5北海道大学、6東北大学、7神奈川県立こども医療センター
○深見　真紀1、本間　桂子2、加藤　芙美子1、堀川　玲子3、永井　敏郎4、田島　敏広5、
藤原　幾麿6、安達　昌功7、長谷川　奉延2、緒方　勤1

O-39 性腺補充療法中に発症した医原性子宮内膜増殖症の経験～性腺補充をいかに行うべきかへの問題提議～
1千葉県こども病院　内分泌科
○染谷　知宏1、高谷　里依子1

14：40～15：30 ―――――――――――――――――――――――――――――――
第 1 会場（中ホール）

一般演題　口演発表
副甲状腺・骨・Ca代謝

座長　田中　弘之（岡山大学医歯薬学総合研究所小児科）
長　秀男（川崎市立川崎病院小児科）

O-40 パミドロネート治療によるカルシウム・リン代謝調節ホルモンの変動
1大阪大学大学院　医学系研究科　内科系臨床医学専攻　情報統合医学講座　小児科学
○北岡　太一1、難波　範行1、三浦　弘司1、窪田　拓生1、平井　治彦1、中島　滋郎1、
大薗　恵一1

O-41 妊娠中より経過観察し、出生後FGFR3遺伝子変異を同定したSADDANの一例
1東北大学　医学部　大学院　医学系研究科　小児病態学分野
○菅野　潤子1、斉藤　明子1、小島　加奈子1、藤原　幾磨1、土屋　滋1
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O-42 低リン血症性ビタミンD抵抗性くる病の骨矯正・延長術時における骨関連検査値の変化と内服薬調整法の
検討

1あいち小児保健医療総合センター　内分泌代謝科、
2愛知県立心身障害児療育センター第 2青い鳥学園　整形外科、
3あいち小児保健医療総合センター　整形外科
○濱島　崇1、前坂　明子1、野上　健2、服部　義3

O-43 進行性骨化性線維性異形成症（FOP）におけるACVR1遺伝子変異
1 長崎大学　大学院　医歯薬学総合研究科　小児病態制御学、2よしもと小児クリニック
○伊達木　澄人1、本村　克明1、和泉　啓1、近藤　達郎1、木下　英一2、森内　浩幸1

O-44 新生児皮下脂肪壊死症に高カルシウム血症を合併した一男児例
1埼玉医科大学　医学部　小児科
○赤塚　淳弥1、星野　正也1、皆川　孝子1、大竹　明1、雨宮　伸1、佐々木　望1

15：30～17：00 ―――――――――――――――――――――――――――――――
第 1 会場（中ホール）

シンポジウム
「小児内分泌の最新の進歩」

座長　神崎　晋（鳥取大学周産期・小児医学）
横谷　進（虎の門病院小児科）

Sy-1 イムノアッセイとバイオアッセイの測定値に乖離をきたす新規GH1遺伝子変異D142Eの同定
1 鹿児島県立薩南病院、2鹿児島大学小児発達機能病態学分野、
3国立成育医療センター研究所小児思春期発達研究部
○檜作　かずこ1, 2、緒方　勤3、溝田　美智代2、玉田　泉2、大坪　喜代子2、河野　嘉文2

Sy-2 Kallmann症候群とFGFR1：妊孕性陽性の母親における体細胞性変異と典型的症状を示す児における生殖
細胞変異

1 国立成育医療センター研究所　小児思春期発育研究部、2山梨大学大学院医学工学総合研究部
○佐藤　直子1、大山　建司2、深見　真紀1、岡田　美智代1、緒方　勤1

Sy-3 抗メタボリックシンドローム治療薬としてのGH作用に関する基礎的解析
1 浜松医科大学　医学部　小児科、2Edinburgh University Endocrinology Unit
○中川　祐一1、李　仁善1、劉　雁軍1、藤澤　泰子1、中西　俊樹1、
Karen E Chapman2、Jonathan R Seckl2、大関　武彦1

Sy-4 SHOX半量不全の母娘例における骨格異常の差異について
1新潟大学大学院　医歯学総合研究科　小児科学分野
○長崎　啓祐1、菊池　透1、内山　聖1

Sy-5 ターナー症候群におけるエストロゲン補充療法
1 国立成育医療センター臨床検査部、2国立成育医療センター　内分泌代謝科
○田中　敏章1, 2、内木　康博2、堀川　玲子2



－40－

Sy-6 小児癌経験者の晩期障害フォローアップ
1国立成育医療センター　内分泌代謝科
○堀川　玲子1、内木　康博1、田中　敏章1

Sy-7 ラット唾液腺由来幹細胞を用いたAKITA/SCIDマウスへの細胞移植治療
1 熊本大学　大学院　医学薬学研究部　小児科学分野、2日本学術振興会特別研究員、
3熊本大学医学部小児科学講座
○松本　志郎1、佐藤　歩1、服部　希世子1、奥村　健治2, 3、中村　公俊3、中村　俊郎3、
遠藤　文夫1, 3

Sy-8 胎児～乳児期特異的DHT産生経路（backdoor pathway）：POR異常症における尿ステロイドプロフィ
ル解析
慶應義塾大学医学部中央臨床検査部1、国立成育医療センター2、慶應義塾大学医学部小児科3、
白河厚生総合病院4、東京慈恵会医科大学5、東北大学6

○本間桂子1、緒方　勤2、深見真紀2、堀川玲子2、堀　尚明3、武田良淳4、大橋十也5、
藤原幾磨6、村田　満1、長谷川奉延3

11：15～11：45 ―――――――――――――――――――――――――――――――
第 2 会場（22+23会議場）

Meet-the-Expert 1
副腎疾患についての最近の話題

座長　大山　健司（山梨大学医学部小児科）
演者　勝又　規行（国立成育医療センター研究所小児思春期発育研究部）

11：15～11：45 ―――――――――――――――――――――――――――――――
第 3 会場（43会議場）

Meet-the-Expert 2
糖代謝についての最近の話題

座長　有阪　治（獨協医科大学小児科）
演者　依藤　亨（京都大学医学部小児科）

11：15～11：45 ―――――――――――――――――――――――――――――――
第 4 会場（44会議場）

Meet-the-Expert 3
Ca代謝についての最近の話題

座長　大薗　恵一（大阪大学大学院医学系研究科D5生体統合医学小児発達医学）
演者　皆川　真規（千葉大学大学院医学研究院小児病態学）
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13：00～14：00 ―――――――――――――――――――――――――――――――
ポスターB会場（52～54会議室）

一般演題　ポスター発表
糖尿病・肥満 4

座長　志村　直人（獨協医科大学小児科）
中川　祐一（浜松医科大学小児科）

P-077 1歳 4ヶ月より早期成長ホルモン療法開始をしたPrader-Willi 症候群の男児例
1 名古屋市立城北病院　小児科、2なごやかこどもクリニック、3獨協医科大学越谷病院小児科
○濱嶋　直樹1、高橋　かおり1、渡辺　勇1、上條　隆司2、永井　敏郎3

P-078 小児期発症1型糖尿病患者における生理学的動脈硬化指標の有用性
1 山梨大学　医学部　小児科、2山梨大学　医学部　臨床看護科、3埼玉医科大学　小児科
○長嶺　健次郎1、望月　美恵1、斎藤　朋洋1、矢ヶ崎　英晃1、三井　弓子1、小林　基章1、
小林　浩司1、大山　建司2、雨宮　伸3、中澤　眞平1, 3

P-079 小児肥満症における尿中アルブミンの増加
1 新潟大学大学院　医歯学総合研究科　小児科学分野、2新潟市民病院　小児科
○菊池　透1、長崎　啓祐1、樋浦　誠1、田中　幸恵1、小川　洋平1、阿部　裕樹2、内山　聖1

P-080 Kir6.2異常による新生児糖尿病に対するスルホニルウレア剤治療の経験
1旭川医科大学　小児科
○向井　徳男1、鈴木　滋1、マイマイティ　ミレグリ1、松尾　公美浩1、上田　修1、藤枝　憲二1

P-081 ストレプトゾトシン糖尿病ラットにおけるインスリン治療によるアディポネクチン分泌の上昇
1産業医科大学　医学部　小児科
○土橋　一重1、川越　倫子1、荒木　俊介1、久保　和泰1、山本　幸代1、河田　泰定1、白幡　聡1

P-082 小児期における血清C反応性蛋白と心血管系危険因子およびアディポサイトカインの関連についての検討
1琉球大学　医学部　病態解析医科学講座　育成医学分野
○島袋　忠雄1、吉田　朝秀1、兼次　拓也1、砂川　信1、太田　孝男1

P-083 2型糖尿病診断時の血清脂質と肝機能の検討―糖代謝異常、高インスリン血症との関係
1 日本大学　医学部　小児科、2東京都予防医学協会
○吉田　彩子1、浦上　達彦1、原田　研介1、大和田　操2、北川　照男2

P-084 GLUD1遺伝子エクソン6に変異を認めた高インスリン―高アンモニア血症症候群の母子例
1 今給黎総合病院　小児科、2鹿児島大学大学院小児発達機能病態学分野、3京都大学小児科
○玉田　泉1、渡邉　健二1、溝田　美智代2、檜作　和子2、有馬　詩生2、大坪　喜代子2、
依藤　亨3
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13：00～14：00 ―――――――――――――――――――――――――――――――
ポスターB会場（52～54会議室）

一般演題　ポスター発表
糖尿病・肥満 5

座長　稲田　浩（大阪市立大学大学院発達小児医学）
三枝　弘和（遠州総合病院小児科）

P-085 ABCC8（SUR1）遺伝子に複合へテロ遺伝子変異を有する新生児糖尿病の1例
1 秋田大学　医学部　小児科、2旭川医科大学　小児科
○高橋　郁子1、高橋　勉1、蒔田　芳男2、高田　五郎1

P-086 広島県における小児2型糖尿病調査
1 広島鉄道病院　小児科、2国立病院機構呉医療センター　小児科、
3広島大学大学院医歯薬学総合研究科展開医科学専攻病態情報医科学講座、
4広島赤十字・原爆病院　小児科
○神野　和彦1、宮河　真一郎2、西村　裕2、岡田　賢3、西　美和4

P-087 腎臓移植後の糖尿病発症の危険因子と長期予後
1 都立清瀬小児病院　内分泌代謝科、2都立清瀬小児病院　泌尿器外科
○遠海　重裕1、井澤　雅子1、樋口　麻子1、有安　大典1、宮本　純子1、長谷川　行洋1、
宍戸　清一郎2

P-088 1型糖尿病児のセルフエフィカシーがストレス反応とHbA1cに及ぼす影響
1 広島大学大学院　教育学研究科、2広島大学病院　小児科、3国立病院機構　呉医療センター　小児科、
4広島鉄道病院　小児科、5広島大学大学院　教育学研究科　心理臨床教育研究センター
○尾形　明子1, 2、佐々木　美保1、在原　理沙1、藤目　文子1、宮河　真一郎3、神野　和彦4、
鈴木　伸一5

P-089 健常小児と肥満児における血中多量体adiponectin値の検討
1 鳥取大学　医学部　周産期・小児医学、2鳥取大学　医学部　保健学科
○長石　純一1、船田　裕昭1、木下　朋絵1、鞁嶋　有紀1、花木　啓一2、神崎　晋1

P-090 1型糖尿病患児を対象としたキャンプがセルフエフィカシー，ストレス反応およびHbA1cに及ぼす影響
1 広島大学大学院　教育学研究科、2国立病院機構　呉医療センター　小児科、
3広島鉄道病院　小児科、4広島大学大学院　教育学研究科　心理臨床教育研究センター
○佐々木　美保1、尾形　明子1、藤目　文子1、在原　理沙1、宮河　真一郎2、神野　和彦3、
鈴木　伸一4

P-091 インスリン抵抗性関連遺伝子多型は1型糖尿病の発症年齢に影響するか？
1 徳島大学　医学部　小児科、2独立行政法人　国立病院機構　香川小児病院　臨床研究部
○品原　久美1、横田　一郎2、小谷　裕美子1、香美　祥二1

P-092 肥満小児における高分子量アディポネクチンに関する検討
1 昭和大学附属豊洲病院　小児科、2昭和大学病院小児科、3昭和大学薬学部
○田中　大介1、岡部　均1、日比野　聡2、阿部　祥英2、井上　真理2、板橋　家頭夫2、
中野　素子3
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13：00～14：00 ―――――――――――――――――――――――――――――――
ポスターB会場（52～54会議室）

一般演題　ポスター発表
性腺・副腎 3

座長　篠原　治（しのはら小児クリニック）
北中　幸子（山形大学医学部小児医学分野）

P-093 思春期早発症を呈したHCG産生肝芽腫の1例
1 国立成育医療センター　内分泌代謝科、2聖マリアンナ医科大学　小児科
○曽根田　瞬1, 2、三宅　哲雄2、小野　朋洋2

P-094 視床下部視過誤腫の2例
1国立病院機構　長野病院　小児科
○森　哲夫1、西村　貴文1、島崎　英1、遠山　歓1

P-095 多発性卵巣嚢胞により茎捻転を起こしたStAR遺伝子異常症例の卵巣組織所見
1 東京都立清瀬小児病院　内分泌代謝科、2慶応義塾大学　医学部　病理診断部
○賀来　卯生子1、宮本　純子1、井澤　雅子1、山田　誠1、亀山　香織2、長谷川　行洋1

P-096 ターナー症候群（TS）4例の学習障害（LD）と言語聴覚療法（ST）について―第2編　空間認知障害
の検討―

1 高知大学　医学部　小児科、2旭川荘療育センター児童院　小児科
○荒木　久美子1, 2

P-097 Gender assignmentに難渋したアンドロゲン作用異常症と思われる1例
1大阪府立母子保健総合医療センター　泌尿器科、
2大阪府立母子保健総合医療センター　消化器・内分泌科
○松本　富美1、島田　憲次1、位田　忍2

P-098 出生時にみられた傍尿道嚢胞の一例：umbiguous genitaliaの鑑別疾患としてのSkene腺嚢胞
1長崎大学大学院医歯薬学総合研究科小児病態制御学、
2長崎大学大学院医歯薬学総合研究科腎泌尿器病態学
○本村　克明1、伊達木　澄人1、和泉　啓1、森内　浩幸1、野口　満2

P-099 腹腔内精巣―MRI拡散強調画像診断の有用性―
1秋田大学　医学部　小児科
○小山　千嘉子1、高橋　勉1、高橋　郁子1、成田　鮎子1、高田　五郎1
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13：00～14：00 ―――――――――――――――――――――――――――――――
ポスターB会場（52～54会議室）

一般演題　ポスター発表
性腺・副腎 4

座長　位田　忍（大阪府立母子保健総合医療センター消化器・内分泌科）
夏目　博宗（榛原総合病院小児科）

P-100 胎児期アンドロゲンの脳性分化への影響―遺伝的に女性だが，男子として養育された先天性副腎過形成症
成人例

1 獨協医科大学　小児科、2山口大学　小児科、3順天堂大学　小児科
○有阪　治1、志村　直人1、小山　さとみ1、市川　剛1、金澤　早苗1、古川　漸2、山城　雄一郎3

P-101 鼠径ヘルニアの手術を契機に発見された精巣性女性化症候群の1ヶ月乳児例
1 埼玉医科大学　医学部　小児科、2埼玉医科大学　医学部　小児外科、3都立清瀬小児病院
○星野　正也1、赤塚　淳弥1、大竹　明1、雨宮　伸1、佐々木　望1、池田　理恵2、米川　浩伸2、
谷水　長丸2、里見　昭2、長谷川　行洋3

P-102 続発性無月経から診断されたターナー症候群の3例
1国立成育医療センター　内分泌・代謝科
○阿部　清美1、綾部　匡之1、曾根田　瞬1、磯島　豪1、藤本　陽子1、内木　康博1、堀川　玲子1、
田中　敏章1

P-103 21-水酸化酵素欠損症（21-OHD）と全前脳胞症（HPE）を合併した一家系
1島根県立中央病院　小児科
○津村　久美1、菊池　清1、加藤　文英1

P-104 出生前より腫瘤を認めていた副腎皮質癌の1例
1東北大学病院　小児科
○斉藤　明子1、小島　加奈子1、菅野　潤子1、藤原　幾磨1、土屋　滋1

P-105 MLR遺伝子に変異を認めた偽性低アルドステロン症1型の1例
1 兵庫県立こども病院　代謝内分泌科、2神戸大学大学院医学研究科　小児科
○福島　雅子1、細川　悠紀1、郷司　克己1、松尾　雅文2

P-106 17-OHP高値と共通泌尿生殖洞を呈したP450 oxidoreductase（POR）欠損症の女児例
1大阪府立母子保健総合医療センター　消化器内分泌科、
2大阪府立母子保健総合医療センター　泌尿器科、3大阪府立急性期・総合医療センター小児科、
4長吉総合病院　小児科、5国立成育医療センター研究所　小児思春期発育研究部
○中長　摩利子1、位田　忍1、太田　真紀子1、吉村　文一1、松本　富美2、島田　憲次2、
田尻　仁3、玉森　晶子4、勝又　規之5
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13：00～14：00 ―――――――――――――――――――――――――――――――
ポスターB会場（52～54会議室）

一般演題　ポスター発表
成長・成長障害 2

座長　稲毛　康司（日本大学医学部附属練馬光が丘病院）
菊池　透（新潟大学大学院医歯学総合研究科内部環境医学講座小児科学分野）

P-107 日本人小児における腹囲および腹囲身長比－成長曲線の作成と測定位置差および性差の検討－
1 慶應義塾大学　保健管理センター、2慶應義塾大学　医学部　小児科、3国立成育医療センター
○井ノ口　美香子1, 2、長谷川　奉延2、安蔵　慎2、松尾　宣武2, 3

P-108 当科における中等症成長ホルモン分泌不全性低身長症20例の治療成績
1 北海道大学　小児科、2旭川医科大学　医学部　小児科
○椿　淳子1、石津　桂1、城　和歌子1、藤原　ふみえ1、藤枝　憲二2、田島　敏広1

P-109 GH自己注射における先端細加工注射針の有用性の検討―従来針31Gとの無作為クロスオーバー比較検
討

1 大阪府立母子保健総合医療センター　消化器・内分泌科、2看護師
○位田　忍1、吉村　文一1、太田　真紀子1、峰　一二三2、森山　浩子2、寺尾　直子2、
上田　智加子2、大野　真理子2

P-110 体重増加不良が先行した成長障害の4例
1獨協医科大学　小児科Department of Paediatrics, Dokkyo University School of Medicine, Tochigi,
Japan
○志村　直人1、金澤　早苗1、市川　剛1、小山　さとみ1、小嶋　恵美1、平尾　準一1、
吉原　重美1、有阪　治1

P-111 成長障害を主訴に診断された蛋白漏出性胃腸症を伴った好酸球性胃腸炎の1女児例
1 札幌医大　小児科、2斗南病院　小児科
○鎌崎　穂高1、母坪　智行2

P-112 低身長児の心理・社会的特徴―GH治療前の低身長児と健常児の比較―
1 桜美林大学大学院、2桜美林大学大学院国際学研究科、
3白百合女子大学大学院　文学研究科　発達心理学専攻
○長田　久雄1、小川　まどか2、竹枝　まどか3、矢島　香織3

P-113 思春期男子における蛋白同化ホルモンの成長促進効果―第3報―
1国立成育医療センター　内分泌代謝科、2東邦大学　第一小児科、3国立成育医療センター　臨床検査部
○内木　康博1、堀川　玲子1、佐藤　真理2、田中　敏章3

P-114 成長ホルモン投与3年後に急性骨髄性白血病を発症したGH分泌不全男児例
1熊本大学　医学部　小児科
○中村　俊郎1、橋山　元浩1、遠藤　文夫1

P-115 成長ホルモン剤皮下注後の副作用による蕁麻疹が認められた6歳男児例
1帝京大学医学部付属病院　小児科
○加賀　文彩1、志賀　勝秋1、児玉　浩子1
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P-116 過去2年間に診断した成長ホルモン分泌不全性低身長16例の頭部MRIによる下垂体異常の検討
1 滋賀医科大学　小児科、2日野記念病院　小児科
○丸尾　良浩1、森　麻美1, 2、松井　克之1、高橋　浩子1、竹内　義博1

13：00～14：00 ―――――――――――――――――――――――――――――――
ポスターB会場（52～54会議室）

一般演題　ポスター発表
成長・成長障害 3

座長　三善　陽子（大阪大学小児科）
間部　裕代（熊本大学発達小児科）

P-117 成長ホルモン分泌不全症を合併した小児消化管疾患術後患者の成長障害と下垂体機能障害
1 茨城県立こども病院　小児科、2宮崎こどもクリニック、3国立水戸医療センター　小児科
○吉澤　敦子1、宮崎　賢治2、泉　維昌3、土田　昌宏1

P-118 アスピリンが有効であった周期性嘔吐症の一例
 1 日大練馬光が丘病院　小児総合診療科
○稲毛　康司1

P-119 低髄液圧症候群による成長障害の一例
1日大練馬光が丘病院　小児総合診療科
○稲毛　康司1

P-120 成長ホルモン（GH）療法施行中のクローン病（CD）の1例
1 北里大学　医学部　小児科、2聖徳大学人文学部児童学科
○橘田　一輝1、田久保　憲行1、飯島　真紀子1、下濱　真里子1、大津　成之1、風張　眞由美1、
横田　行史1、松浦　信夫2、石井　正浩1

P-121 チーム医療とクリニカルパスによる成長ホルモン治療の管理2
1 大阪府立母子保健総合医療センター、2大阪府立母子保健総合医療センター、
3大阪府立母子保健総合医療センター

位田　忍1、○峯　一二三2、森山　浩子2、上田　智香子2、大田　真紀子1、中長　摩利子1、
里村　憲一1、山藤　陽子1、吉村　文一1、大野　真理子2

P-122 負荷試験による成長ホルモン分泌の違い
1 京都府立医科大学大学院　医学研究科　小児発達医学、2京都第一赤十字病院　小児科
○小坂　喜太郎1、森　潤1、松尾　憲典1、中島　久和1、衣笠　昭彦1、杉本　徹1、木崎　善郎2

P-123 成長ホルモン分泌不全性低身長症患児における成長ホルモン療法による脳血流の変化
1 順天堂大学　医学部　小児科、2順天堂練馬病院　小児科、3順天堂静岡病院　小児科
○安部　信平1、新島　新一1, 2、向江　智昭3、池野　充1, 3

P-124 偶然低K血症で発見されたGitelman症候群の1例：新規NCCT遺伝子ヘテロ接合体変異の1家系
1秋田大学　医学部　小児科
○成田　鮎子1、高橋　勉1、高橋　郁子1、小山　千嘉子1、高田　五郎1
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P-125 成長障害を主訴に来院した強迫性障害の症例―成長曲線の有用性―
1熊本大学附属病院発達小児科
○間部　裕代1、小篠　尚子1、山田　英二1、三池　輝久1

13：00～14：00 ―――――――――――――――――――――――――――――――
ポスターA会場（41会議室）

一般演題　ポスター発表
副甲状腺・骨・Ca代謝 2

座長　西山　宗六（熊本大学小児科）
遠藤　彰（県西部浜松医療センター小児科）

P-126 小児期に発症した腫瘍性骨軟化症の1例
1 大阪厚生年金病院小児科、2岡山大学大学院医歯薬学総合研究科小児医科学、
3大阪府立成人病センター整形外科
○山下　純英1、田中　弘之2、荒木　信人3、田川　哲三1、佐野　哲也1、高田　慶応1、
清野　佳紀1

P-127 小児骨形成不全症8例におけるパミドロネートの治療経験
1大阪厚生年金病院小児科
○和田　佳子1、田川　哲三1、佐野　哲也1、高田　慶応1、濱道　裕二1、山下　純英1、
塚本　容子1、長谷川　泰浩1、清野　佳紀1

P-128 Dysosteosclerosisの一例
1 山梨県立中央病院　小児科、2山梨大学　小児科
○小林　基章1, 2、喜瀬　広亮1, 2、金井　宏明1, 2、赤羽　弘資1, 2、後藤　裕介1, 2、小寺　浩司1, 2、
駒井　孝行1, 2、大山　建司2、中澤　眞平2

P-129 生下時より病変の認められたProgressive Osseous Heteroplasiaの一例
1 大阪市立大学大学院　医学研究科　発達小児医学、2大阪市立大学大学院　医学研究科　皮膚病態学、
3大阪市立大学大学院　医学研究科　代謝内分泌病態内科学
○稲田　浩1、浅田　稔1、加茂　理英2、川上　倫子2、今西　康雄3、山野　恒一1

P-130 最重度障害者における骨代謝マーカーによる易骨折性の検討
1 高知大学　医学部　小児科、2旭川荘療育センター児童院　小児科
○荒木　久美子1

P-131 STX16遺伝子欠失が証明された偽性副甲状腺機能低下症 Ibの家族例
1千葉大学　大学院　医学研究院　小児病態学
○木下　香1、高谷　具純1、数川　逸郎1、下橋　京子1、皆川　真規1、河野　陽一1

P-132 ビタミンD依存性くる病 I型の 1家系
1 兵庫県立こども病院　代謝内分泌科、2神戸大学大学院医学研究科　小児科
○細川　悠紀1、福島　雅子1、郷司　克己1、松尾　雅文2

P-133 治療中の遺伝性低リン血性くる病成人例では腎嚢胞を高率に合併する
1 東京都立清瀬小児病院　内分泌代謝科、2キリンビール医薬探索研究所
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○有安　大典1、古藤　しのぶ1、宮本　純子1、長谷川　行洋1、長谷川　尚2

P-134 選択的 IgA欠損症に中枢性尿崩症、バセドウ病、特発性副甲状腺機能低下症を合併した1例
1大阪市立総合医療センター　小児保健医療センター　小児内科
○望月　貴博1、藤田　敬之助1

P-135 骨形成不全症 IA型に対する成長ホルモン・ビスフォスフォネートの併用効果
1国立病院機構　岩国医療センター　小児科
○守分　正1、岩室　真理子1

P-136 ミトコンドリア三頭酵素欠損症に合併した副甲状腺機能低下症の一例
1 福井大学　医学部　小児科、2福井大学　医学部　看護学科
○畑　郁江1、塚原　宏一1、重松　陽介2、眞弓　光文1
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13：00～14：00 ―――――――――――――――――――――――――――――――
ポスターA会場（41会議室）

一般演題　ポスター発表
視床下部・下垂体 2

座長　眞山　和徳（成田赤十字病院）
藤田　昌敏（聖マリアンナ医科大学小児科）

P-137 尿崩症合併の脳腫瘍治療中に低ナトリウム血症を来した1女児例
1獨協医科大学　小児科
○金澤　早苗1、志村　直人1、市川　剛1、有阪　治1

P-138 新生児期に呼吸障害を呈した複合型下垂体機能低下症（CPHD）の2例
1 東京大学　大学院医学系研究科　小児医学講座、2山形大学　医学部　小児医科学分野
○佐藤　詩子1、稲富　淳1、木村　夫美恵1、康　勝好1、北中　幸子1, 2、五石　圭司1、
五十嵐　隆1

P-139 ラット視床下部および下垂体におけるGalanin-like peptide遺伝子の発現に母乳制限が及ぼす影響
1 産業医科大学　医学部　小児科、2九州栄養福祉大学　食物栄養科
○川越　倫子1、山本　幸代1、久保　和泰1、宗　まり子2、荒木　俊介1、土橋　一重1、
河田　泰定1、白幡　聡1

P-140 頭蓋咽頭腫摘出術後に急速な中性脂肪（TG）上昇及び体重増加を呈した1例
1神奈川県立こども医療センター　内分泌代謝科
○豊田　有子1、安達　昌功1、室谷　浩二1、朝倉　由美1

P-141 高胆汁酸血症・一過性高アンモニア血症を示した先天性複合型下垂体機能低下症の一例
1東北大学病院　小児科
○小島　加奈子1、斎藤　明子1、菅野　潤子1、藤原　幾磨1、土屋　滋1

P-142 中枢性尿崩症を合併した視床下部胚細胞腫3例の化学療法の経験と課題
1国立成育医療センター内分泌代謝科
○磯島　豪1、藤本　陽子1、内木　康博1、堀川　玲子1、田中　敏章1

P-143 思春期早発症を来した視床下部過誤腫の8ヶ月女児例
1 千葉県こども病院　内分泌科、2 千葉大学大学院医学研究院小児病態学
○高谷　里依子1, 2、染谷　知宏1、皆川　真規2、河野　陽一2

P-144 小児期に頭蓋咽頭腫の摘出術を行った児の長期フォローアップについての検討
1大阪市立総合医療センター　小児保健医療センター　小児内科、
2大阪市立総合医療センター　小児保健医療センター　小児脳神経外科
○望月　貴博1、藤田　敬之助1、北野　昌平2、坂本　博昭2

P-145 小児期発症脳腫瘍患者の予後―内分泌障害とtranstionの検討―
1熊本大学附属病院発達小児科
○間部　裕代1、山田　英二1、小篠　尚子1、三池　輝久1
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13：00～14：00 ―――――――――――――――――――――――――――――――
ポスターA会場（41会議室）

一般演題　ポスター発表
甲状腺 2

座長　佐藤　浩一（サンライズこどもクリニック）
上條　隆司（なごやかクリニック）

P-146 若年発症バセドウ病の転帰について
1 隈病院　内科、2隈病院　外科
○大江　秀美1、深田　修司1、工藤　工1、西原　永潤1、伊藤　充1、窪田　純久1、網野　信行1、
隈　寛二2、宮内　昭2

P-147 示唆に富む小児特発性粘液水腫の2例
1隈病院　内科
○深田　修司1、大江　秀美1、窪田　純久1、伊藤　充1、西原　永潤1、工藤　工1、矢野　玄一郎1、
網野　信行1、隈　寛二1、宮内　昭1

P-148 甲状腺ホルモン不応症の1例
1 国立病院機構香川小児病院、2京都医療センター臨床研究センター
○西庄　かほる1、横田　一郎1、臼井　健2

P-149 発育障害により発見された乳児二次性甲状腺機能低下症
1 総合病院岡山赤十字病院　小児科、2岡山大学大学院医歯薬学総合研究科　小児医科学
○井上　勝1、田中　弘之2、楢原　幸二1、国富　泰二1

P-150 アミオダロン服用中に甲状腺機能低下症および甲状腺中毒症を呈した肥大型心筋症の姉妹例
1大阪大学大学院医学系研究科　内科系臨床医学専攻　情報統合医学講座　小児科学
○市森　裕章1、小垣　滋豊1、三善　陽子1、惠谷　ゆり1、虫明　聡太郎1、大薗　恵一1

P-151 Basedow病母体より出生した中枢性甲状腺機能低下症の1例
1 富士市立中央病院　小児科、2東京慈恵会医科大学　小児科
○吉川　秀樹1, 2、宮田　市郎2、衛藤　義勝2

P-152 甲状腺ホルモンの異常高値を呈した甲状腺ホルモン不応症の1新生児例
1 滋賀医科大学　小児科、2日野記念病院小児科
○太田　依子1、森　麻美2、高橋　浩子1、松井　克之1、加藤　博文1、丸尾　良浩1、竹内　義博1

P-153 ターナー症候群における甲状腺自己抗体陽性率の年齢による変化
1虎の門病院　小児科
○伊藤　純子1、横谷　進1
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13：00～14：00 ―――――――――――――――――――――――――――――――
ポスターA会場（41会議室）

一般演題　ポスター発表
甲状腺 3

座長　森　哲夫（国立長野病院小児科）
水野　晴夫（名古屋市立大学小児科）

P-154 蛋白漏出性胃腸症における甲状腺機能の検討
1静岡県立こども病院　内分泌代謝科
○上松　あゆ美1

P-155 MCT8欠損症に類似した甲状腺機能異常と重度中枢神経障害を呈する兄弟例
1 名古屋市立城北病院　小児科、2長崎大学大学院医歯薬学総合研究科小児病態制御学講座、
3よしもと小児クリニック
○濱嶋　直樹1、福田　革1、高橋　かおり1、渡辺　勇1、本村　克明2、木下　英一3

P-156 当科でマススクリーニング陽性にて精密検査を受けた症例の検査時血清TSH値とその後の経過についての
検討

1千葉大学大学院　医学研究院小児病態学
○高谷　具純1、数川　逸郎1、下橋　京子1、木下　香1、皆川　真規1、河野　陽一1

P-157 遷延する低血糖を契機に新生児期に発見された甲状腺機能低下症を伴うSotos症候群の1例
1 熊本中央病院、2天草地域医療センター、3熊本大学　小児科、4水俣市立総合医療センター、
5国立成育医療センター
○桑原　未来1、請園　なぎさ2、三渕　浩3、遠藤　文夫3、久冨　雄一朗4、今村　穂積4、
緒方　勤5

P-158 バセドウ病で発症し中毒性多結節性甲状腺腫を合併した1症例
1沖縄県立南部医療センター・こども医療センター　小児内分泌科
○高桑　聖1

P-159 Down症候群女児にみられたMarine Lenhart症候群の一例
1長崎大学大学院医歯薬学総合研究科小児病態制御学、
2長崎大学大学院医歯薬学総合研究科病態解析制御学（第一内科）
○和泉　啓1、伊達木　澄人1、今泉　美彩2、本村　克明1、森内　浩幸1

P-160 当院で新生児マススクリーニングを受けた児の濾紙血TSH値に対する在胎週数、分娩形式の影響について
1藤枝市立総合病院小児科
○松岡　貴子1、内坂　直樹1、香川　二郎1

P-161 遅発性に高TSH血症を来たした一過性甲状腺機能低下症の双胎早産低出生体重児例
1藤枝市立総合病院　小児科
○内坂　直樹1、松岡　貴子1、香川　二郎1
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